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て し い
、 た て
こ と な
れ き お
を に 同

と 当
き 該
を 非
除 強
く 制
。 徴
） 収
。 債

権
及
び

。 強 見 の 特
こ 制 込 特 約
の 徴 み 約 又
場 収 が 又 は
合 債 な は 処
に 権 い 処 分
お で と 分 を
け 、 認 を し
る 同 め し た
免 号 ら た 非
除 に れ 日 強

収 る き 情
す こ 。 に
べ と よ
き が り
も で 、
の き 当
と る 該
す 。 第
る こ 三
。 の 者

場 に
県 お 条
議 い 各
会 て 号
に 、 の
報 債 い
告 務 ず
し 者 れ
な が か
け 無 に
れ 資 該

こ
れ
に
係
る
損
害
賠
償
金

に 規 る ） 制
つ 定 と か 徴
い す き ら 収
て る は 十 債
は 第 、 年 権
、 三 当 を に
債 者 該 経 つ
務 が 非 過 い
者 無 強 し て
が 資 制 た 、

合 対
に す
お る
い 貸
て 付
は 金
、 の
既 回
に 収
発 が

四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

こ
の
条
例
は
、
平
成

第 （
び 二 指
狩 本 条 定

附 猟 則 猟
の 中 指 法

則 適 定 禁「
正 鳥 猟 止
化 獣 法 区
に の 禁 域

第
四 三 二 一 改 一

め 条
山 山 山 山 る
口 口 口 口 。 次
県 県 県 県 に
の 自 使 税 掲
事 然 用 賦 げ
務 海 料 課 る

山（
山 口
口 県 平
県 鳥 条 成
税 獣 例 二
賦 の 第 十
課 保 二 七
徴 護 号 年
収 及 三

第
鳥 こ 十
獣 の 一
の 条 附 条
保 例
護 は 則 こ
及 、 の
び 平 条
狩 成 例

二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら

関 保 止 等
す 護 区 に
る 及 域 設
法 び 等 置
律 狩 に す
施 猟 設 る
行 の 置 標
規 適 す 識
則 正 る の
」 化 標 寸
を に 識 法

関 の を

処 浜 手 徴 条
理 保 数 収 例
の 全 料 条 の
特 地 条 例 規
例 区 例 定（
に 条 昭 中（
関 例 昭 和 「
す 和 二 鳥（
る 昭 三 十 獣
条 和 十 五 の
例 五 一 年 保

十 年 山 護

条 び 月
例 狩 十
等 猟 七
の の 日
一 適
部 正
改 化
正 に
） 関

す
る
法

猟 二 に
の 十 定
適 七 め
正 年 る
化 四 も
に 月 の
関 一 の
す 日 ほ
る か か
法 ら 、
律 施 こ
の 行 の

施
行
す
る
。

「
鳥 す 寸 定
獣 る 法 め
の 法 を る
保 律 定 条
護 め 例（
及 」 る の
び を 条 一
管 例 部「
理 鳥 改（
並 獣 平 正
び の 成 ）

（
平 六 山 口 及
成 年 口 県 び
十 山 県 条 狩
二 口 条 例 猟
年 県 例 第 の
山 条 第 三 適
口 例 一 十 正
県 第 号 九 化
条 二 ） 号 に
例 十 別 ） 関
第 三 表 第 す

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一 す 条
部 る 例
を 。 の
改 施
正 行
す に
る つ
法 い
律 て
の 必
施 要

に 保 二
狩 護 十
猟 及 四
の び 年
適 管 山
正 理 口
化 並 県
に び 条
関 に 例
す 狩 第
る 猟 五

二 号 第 百 る
号 ） 一 二 法
） 第 の 十 律
別 二 ４ 七 」
表 条 の 条 を
第 第 表 第 「
十 二 二 二 鳥
二 項 十 項 獣
号 第 四 第 の
の 八 の 一 保
三 号 項 号 護

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

行 な
に 事
伴 項
う は
関 、
係 規
条 則
例 で
の 定
整 め
理 る

法 の 十
律 適 一
施 正 号
行 化 ）
規 に の
則 関 一
」 す 部
に る を
改 法 次
め 律 の
る よ

及 及
び び
附 管
則 理
第 並
十 び
三 に
条 狩
第 猟
一 の
号 適

整 山
理 口に
関 県
す 知る
条 事
例

村

に 。
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

五

（
。 」 う

に に
、 改

正「
鳥 す
獣 る
の 。
保
護
及

正
化
に
関
す
る
法
律
」
に

岡

嗣

政

布
す
る
。
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第 （
三 知

四 第 条 事
二 等

教 条 知 の
育 中 事 給
長 第 等 与

五 の 及
号 給 び

第 （
二 山 「
条 口第 教県一 育山 職条 委口 員中 員県 定「 会職 数（ の員 条教 委

第 （
一 非

別 第 条 常
表 一 勤
中 条 非 職

第 常 員「
一 勤 の教 項 職 報育 第 員 酬委

山
口 地
県 平 方

地 条 成 教
方 例 二 育
教 第 十 行
育 三 七 政
行 号 年 の
政 三 組

を 与 旅
第 及 費
六 び に
号 旅 関
と 費 す
し に る
、 関 条
第 す 例
四 る の
号 条 一
を 例 部
第 改

定 例育 員数 の長
条 一を
例 部除

改く （
昭 正。
和 ））
三」
十を
一削
年る
山。

一 の 及員 号 報 び会 中 酬 費の 及 用委 「
び 弁員 （

教 費 償
育 用 条
長 弁 例
で 償 の
あ 条 一

そ 委 る 例 部
委 改

の 月 織
組 十 及
織 七 び
及 日 運
び 営
運 に
営 関
に す
関 る
す 法
る 律
法 の（

五 昭 正
号 和 ）
と 三
し 十
、 二
第 年
三 山
号 口
の 県
次 条
に 例

口
県
条
例
第
五
十
号 日）
の 額一

（
の 員 昭 正

を 和 ）
除 二他
く 十員
。 八の
以 年
下 山委
同 口
じ 県員 長
。 条
） 例

律 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 法
る 律
法 の
律 施

次 第
の 二
一 十
号 号
を ）
加 の
え 一
る 部
。 を

次
の

部
を
次
の
よ 二
う 七
に 、
改 〇
正 〇
す 〇
る

」 第日 日
を 五
削 十額 額
る 二
。 号

）
の
一
部二 三
を七 三
次、 、

の 行
施 に
行 伴
に う
伴 関
う 係
関 条
係 例
条 の
例 整
の 備

よ
う
に
改
正
す
る
。

円
。 」

に
改
め

」る
。

の〇 〇
よ〇 〇
う〇 〇
に円 円
改
正を
す
る
。

整 山 に
備 関口に す
関 県 る
す 条知る 例
条 事 を
例 こ

こ
村 に

公
布

岡 す
る
。

嗣

政
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
七
条

山
口
県
教
育

第 第（ （ （
山 六 山 五 教
口 第 条 口 条 育
県 二 県 長
教 条 山 情 教 の
育 第 口 報 育 給
委 二 県 公 長 与
員 項 情 開 の 及
会 中 報 条 給 び

ホ
か 第

ホ ら 一 の
織 チ 条 組
及 地 ま 第 織
び 方 で 四 及
運 教 を 項 び
営 育 ヘ 第 運

第 間
の 在 四 と

十 一 第 職 条 の
二 号 一 期 通
の を 条 間 恩 算
二 加 第 と 給 に

え 三 の 並 関
地 る 項 通 び す
方 。 第 算 に る

（
恩
給 別
並 表
び 中
に 「
他 者山の 口地 県委

員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す

の 公 例 与 旅「
委 委 開 の 及 費
員 員 条 一 び に
の 長 例 部 旅 関
定 」 改 費 す（
数 の 平 正 に る
に 下 成 ） 関 条
関 に 九 す 例
す 年 る の「
る 山 条 廃（
条 教 口 例 止
例 育 県 ）

に 行 か 二 営
関 政 ら 号 に
す の リ イ 関
る 組 ま 中 す
法 織 で る「
律 及 と 第 法
第 び し 十 律
十 運 、 六 第
六 営 ニ 条 十
条 に の 第 六
第 関 次 一 条
一 す に 項 第

教 六 に 他 条
育 号 関 の 例
行 中 す 地 の
政 る 方 一「
の 第 条 公 部
組 十 例 共 改
織 六 団 正（
及 条 昭 体 ）
び 第 和 の
運 一 三 退
営 項 十 職
に に 二 年

方 公公 営共 企団 業体 管の 理退
職
年
金
及
び

る
条
例
（
平
成
十
二
年
山
口

（
の 委 条 昭
一 員 例 和
部 会 第 四
改 に 十 十
正 あ 八 一
） っ 号 年

て ） 山
は の 口
、 一 県
教 部 条
育 を 例

項 る 次 に 一
に 法 の 規 項
規 律 よ 定 に
定 の う す 規
す 一 に る 定
る 部 加 教 す
教 を え 育 る
育 改 る 長 教
長 正 。 及 育

す び 長
る 同

関 規 年 金
す 定 山 及
る す 口 び
法 る 県 退
律 教 条 職
の 育 例 一
一 長 第 時
部 及 二 金
を び 十 の
改 同 五 基
正 法 号 礎

八退
八職
〇一
、時
〇金
〇の
〇基
円礎

と 」
な を
る

県
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を

長 次 第
） の 二
」 よ 十
を う 四
加 に 号
え 改 ）
る 正 は
。 す 、

る 廃
。 止

す

法 法
律 第

十（
平 九
成 条
二 第
十 二
六 項
年 」
法 を
律

す 第 ） と
る 十 の な
法 九 一 る
律 条 部 べ

第 を き（
平 一 次 在
成 項 の 職
二 」 よ 期
十 を う 間
六 に と「
年 第 改 県

「
べ 教 者山き 口在 県職 公期 育 営間 企と 業県 管職 長 理員
の

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

る
。

「
第 第
七 十
十 八
六 条
号 第
） 二
に 項
よ 」
る に
改 改
正 め

法 十 正 職
律 八 す 員
第 条 る の
七 第 。 退
十 一 隠
六 項 料
号 」 及
） に び
に 改 退
よ め 職
る 、 給

退
隠
料
及

八 八び
八 八退
〇 〇職
、 、給
〇 〇与
〇 〇金
〇 〇の

七

前 、
の 同
地 号
方 中
教 リ
育 を
行 ヌ
政 と
の し
組 、

改 同 与
正 項 金
前 第 の
の 十 基
地 二 礎
方 号 と
教 の な
育 次 る
行 に べ
政 次 き

円 円基
礎 」
と に
な 改
る め
べ る
き 。
在
職
期



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

を
示
す
と
き
は
、
そ

２ る 人
。 第 第 」 第

行 三 十 に 三
政 十 条 改 条
指 二 第 め 第
導 条 一 る 一
に 第 項 。 項
携 三 中 中
わ 項 「 「

第 目 山
二 次 口
条 中 県 山
第 行 口「
二 第 政 県
号 四 手 行
及 章 続 政
び 条 手

山
口 山 こ
県 平 口 の
条 成 県 条
例 二 行 例
第 十 政 は
四 七 手 、
号 年 続 平

三 条 成

第 （
八 山

第 条 口 本
附 二 県 則

条 山 個 中
則 第 口 人 「

四 県 情 六
項 個 報 人
中 人 保 」

の
相
手
方
に
対
し
て
、
次
に
掲

る を 法 第
者 同 令 四
は 条 申 章
、 第 請 」
当 四 」 を
該 項 の 「
行 と 下 第
政 し に 四
指 、 章「
導 同 の（
を 条 法 二
す 第 令

第 行 例 続
三 政 条（
号 指 平 例
中 導 成 の

七 一「 （
及 第 年 部
び 二 山 を
第 十 口 改
三 九 県 正
十 条 条 す
一 例 る
条 第 第 条

月 例 二
十 の 十
七 一 七
日 部 年

を 四
改 月
正 一
す 日
る か
条 ら
例 施
を 行

情 護 を「
委 報 条 「
員 保 例 五
長 護 の 人
」 条 一 」
の 例 部 に
下 改 改（
に 平 正 め

成 ） る「
十 。（

教 三
育 年

げ
る
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば

」
る 二 」 に
際 項 を 改
に 中 、 め
、 、「 「
県 前 含 同の 項 む 項機 」 」 第関 を の 二等 下 号「
が 前 に 中許 二

」 三 一 例
を 十 号

三 ）「
、 条 の
第 ） 一
三 」 部
十 を を
一 次「
条 第 第 の
及 四 四 よ
び 章 章 う

こ す
こ る
に 。
公
布
す
る
。

委 山
員 口
会 県
に 条
あ 例
っ 第
て 四
は 十
、 三
教 号
育 ）

な
ら
な
い
。

「
認 項 。 「

か可 」 ） か等 に を わを 改 い るす め う 」る 、 。 を権 同 以
限 項 下 「

関又 を 同
わは 同 じ
る許 条 」

第 の に
三 二 行 改
十 政 正
二 処 指 す
条 分 導 る
第 等 。（
二 の 第
項 求 二
」 め 十
に 九（
改 第 条

長 の
） 一
」 部
を を
加 次
え の
る よ
。 う

に
改
正

」認 第 を
に可 三 加
改等 項 え
めに と る
、基 し 。
同づ 、
条く 同
第処 条
二分 第
項を 一
中す 項

め 三
る 十 第
。 三 三

条 十
の 三
三 条
） の

二
）

」
に

山
口
県
知
事

村

す
る
。

る の 「
名権 次
あ限 に
てを 次
人行 の
」使 一
をし 項

得 を 「
名る 加

旨 え 宛

改
め
る
。

岡

嗣

政
八
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導 る
を 規
す 定
る が
権 法
限 律
を 又
有 は

第 ３
三 第 し
十 四 な 第
三 第 章 い 一
条 四 の と 項
の 章 次 認 の
三 の に め 規

二 次 る 定
何 の と に

六 五 四 三 二 一

そ 当 前 当 当 申
の 該 号 該 該 出
他 行 の 行 行 を
参 政 条 政 政 す
考 指 項 指 指 る
と 導 に 導 導 者

２ 第
の 旨 の 三

前 他 を 相 十
項 意 申 手 三
の 見 し 方 条
規 陳 出 は の
定 述 て 、 二
に の 、 当
よ た 当 該 法

（
行 第 三 二 一
政 四
指 章 当 前 当
導 中 該 号 該
の 第 権 の 権
中 三 限 条 限
止 十 の 項 を
等 三 行 に 行

す 条
る 例
県 に
の 置
機 か
関 れ
等 て
に い
対 る
し も
、 の
そ に

人 処 一 き よ
も 分 章 は る
、 等 を 、 申
法 の 加 当 出
令 求 え 該 が
又 め る 行 あ
は 。 政 っ
条 指 た
例 導 と
等 の き
に 中 は
違 止 、

な が 規 が の の
る 前 定 そ 内 氏
事 号 す の 容 名
項 の る 根 又

要 要 拠 は
件 件 と 名
に す 称
適 る 及
合 法 び
し 律 住
な 又 所
い は 又

る め 該 行 令
申 の 行 政 又
出 手 政 指 は
は 続 指 導 条
、 を 導 が 例
次 経 の 当 等
に て 中 該 に
掲 さ 止 法 違
げ れ そ 律 反
る た の 又 す
事 も 他 は る
項 の 必 条 行

の 条 使 規 使
求 の が 定 し
め 次 前 す 得
） に 号 る る

次 の 要 根
の 要 件 拠
一 件 と
条 に な
を 適 る
加 合 法
え す 令
る る 又

の 限
旨 る
を 。
申 ）
し が
出 さ
て れ
、 て
当 い
該 な
処 い

反 そ 当
す の 該
る 他 県
事 必 の
実 要 機
が な 関
あ 措 等
る 置 は
場 を 、
合 と 必
に ら 要

と 条 は
思 例 居
料 の 所
す 条
る 項
理
由

を で 要 例 為
記 あ な に の
載 る 措 規 是
し と 置 定 正
た き を す を
申 は と る 求
出 、 る 要 め
書 こ こ 件 る
を の と に 行
提 限 を 適 政
出 り 求 合 指

。 理 は
由 条

例
等
の
条
項

分 と
又 思
は 料
行 す
政 る
指 と
導 き
を は
す 、
る 当
こ 該

お な な
い け 調
て れ 査
、 ば を
そ な 行
の ら い
是 な 、
正 い 当
の 。 該
た 行
め 政

し で め し 導
て な る な （
し い こ い そ
な 。 と と の
け が 思 根
れ で 料 拠
ば き す と
な る る な
ら 。 と る
な た き 規
い だ は 定

と 処
を 分
求 を
め す
る る
こ 権
と 限
が を
で 有
き す
る る

に 指
さ 導
れ が
る 当
べ 該
き 法
処 律
分 又
又 は
は 条
行 例

。 し 、 が
、 当 法
当 該 律
該 行 又
行 政 は
政 指 条
指 導 例
導 を に
が し 置
そ た か
の 県 れ

。 行
政
庁
又
は
当

九 該
行
政
指

政 に
指 規
導 定

す（
そ る
の 要
根 件
拠 に
と 適
な 合

相 の て
手 機 い
方 関 る
に 等 も
つ に の
い 対 に
て し 限
弁 、 る
明 そ 。
そ の ）



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
二
条
第
十
五
号
ハ

山
本 口 本
人 県 平 人
確 本 条 成 確
認 人 例 二 認
情 確 第 十 情
報 認 五 七 報
の 情 号 年 の
利 報 三 利

２ １（
山

第 山 口 こ
六 口 県 の
条 県 税 条
第 税 賦 例
二 賦 課 は
項 課 徴 、
中 徴 収 平

３（
施 は 六 五
行 、 第
期 附 当 そ 当一
日 該 の 該項
） 則 処 他 処の

分 参 分規
又 考 又定
は と はに

２
四 三 二 一

前
当 当 法 申 項
該 該 令 出 の
処 処 又 を 規
分 分 は す 定
の 又 条 る に
根 は 例 者 よ

中
「
及
び
同
法
」
を
「
、
第
三

用 の 月 用
及 利 十 及
び 用 七 び
提 及 日 提
供 び 供
に 提 に
関 供 関
す に す
る 関 る
条 す 条
例 る 例

条 の

収 条 成「
第 条 例 二
三 例 の 十
十 一 七（
二 昭 部 年
条 和 改 四
第 二 正 月
三 十 ） 一
項 五 日
」 年 か
を 山 ら

口 施

行 な 行よ
政 る 政る
指 事 指申
導 項 導出
を がが
し さあ
な れっ
け るた
れ べと
ば きき
な では
ら あ

拠 行 等 の る
と 政 に 氏 申
な 指 違 名 出
る 導 反 又 は
条 の す は 、
例 内 る 名 次
等 容 事 称 に
又 実 及 掲
は の び げ
当 内 住 る
該 容 所 事
行 又 項

十
一
条
の
六
第
一
項
各
号
及

（
平 例 一
成 の 部
十 一 を
九 部 改
年 を 正
山 改 す
口 正 る
県 す 条
条 る 例
例 条 を
第 例 こ

「
第 県 行
三 条 す
十 例 る
二 第 。
条 三
第 十
四 九
項 号
」 ）
に の
、 一

、
な る当
い と該
。 思行

料政
す庁
る又 理は 由県

の
機

政 は を
指 居 記
導 所 載
の し
根 た
拠 申
と 出
な 書
る を
法 提
律 出

び
」
に
改
め
る
。

二 こ
号 に
） 公
の 布
一 す
部 る
を 。
次
の
よ
う

部「
第 を
三 次
十 の
二 よ
条 う
第 に
二 改
項 正
」 す
を る

関
等
は
、
必
要
な
調
査
を
行

若 し
し て
く し
は な
条 け
例 れ
の ば
条 な
項 ら

な
い

に 山
改 口正
す 県
る 知。

事

村

。「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必

。

岡

嗣

政

改
め
る
。

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
条
例
第
七
号

２
山 に

平 口 知 改
成 県 事 正
二 学 が 後
十 校 し の
七 職 た 山
年 員 許 口
三 定 可 県

１ 二 の（ （
経 施 を 下
過 こ 行 同 に
措 の 期 附 表 「
置 条 日 第 、
） 例 ） 則 三 平

は 十 生
、 一 町
平 号 」

山
別 山 口
表 口 県
第 県 山 条
十 の 口 例
一 事 県 第
号 務 の 六
の 処 事 号
三 理 務

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 の 例
十 事 は 則
七 務 、
年 処 公
三 理 布

月 数 等 の
十 条 の 事
七 例 処 務
日 の 分 処

一 そ 理
部 の の
を 他 特
改 の 例
正 行 に
す 為 関
る に す
条 係 る

成 と を
二 す 加
十 る え
七 。 、
年 同
四 表
月 第
一 二
日 十
か 六
ら 号
施 の

中 の 処
特 理「

及 例 の
び に 特
長 関 例
門 す に
市 る 関
」 条 す
を 例 る

条「 （
、 平 例
長 成 の

月 の の
十 特 日
七 例 か
日 に ら

関 施
す 行
る す
条 る
例 。
の
一
部

例 る 条
を も 例
こ の （
こ に 以
に つ 下
公 い 「
布 て 改
す は 正
る 、 後
。 改 の

正 条

行 三
す 中
る 「
。 和

木
町
」
の
下
に

門 十 一
市 二 部
及 年 を
び 山 改
周 口 正
南 県 す
市 条 る
」 例 条
に 第 例
改 二
め 号

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

後 例
の 」
条 と
例 い
第 う
二 。
条 ）
の 別
規 表
定 の
は 上

「
、
上
関
町
、
平
生
町
」
を
加

、 ）
同 の
表 一
第 部
二 を
十 次
一 の
号 よ
中 う

に「
山 改

公
布
す
る
。

山
口
県
知
事

村

、 欄
適 に
用 掲
し げ
な る
い 事
。 務

の
う
ち
、

え
、
同
表
第
三
十
一
号
を
削

口 正 山
市 す 口」 る
の 。 県
下 知に

事「
、
防
府 村
市

岡

嗣
一
一

政

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前

り
、
同
表
第
三
十
一
号
の

」
を 岡
、
「
周 嗣
防
大
島 政
町
」



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

に
知 こ 、

平 事 の 「
成 等 条 附 三
二 の 例 、
十 給 は 則 六
七 与 、 〇
年 の 平 八
三 特 成 人

山
第 山 口

口 県二
県 山 条条
地 口 例中
方 県 第「
警 地 八二
察 方 号三
職 警六

人
山 こ 」

平 口 の に
成 県 条 附 、
二 地 例 「
十 方 は 則 四
七 警 、 〇
年 察 平 五
三 職 成 人

二 条
第 第 山五
三 二 口人
号 条 県 山」
中 第 学 口に

一 校 県、 「
一 号 職 学「
、 中 員 校一
二 定 職八 「

月 例 二 」
十 に 十 を
七 関 七 「
日 す 年 三

る 四 、
条 月 六
例 一 二
の 日 三
一 か 人
部 ら 」
を 施 に
改 行 改

員 察人
定 職」
数 員を
条 定「
例 数二

条三 （
昭 例七
和 の人
三 一」
十 部に
二 を、
年 改

月 員 二 」
十 定 十 を
七 数 七 「
日 条 年 三

例 四 九
の 月 八
一 一 人
部 日 」
を か に
改 ら 、
正 施 「
す 行 五

四 二 数 員五
六 、 条 定人
人 二 例 数」
」 二 条を （
を 〇 昭 例「

人 和 の一 「
一 」 三 一八
、 を 十 部四
二 一 を人 「
四 二 年 改」
五 、 山 正に
人 一 口 す

正 す め
す る る
る 。 。
条
例
を
こ
こ
に
公
布

「
山 正八
口 す八
県 る九
条 条人 例 例」 第を 十「 六八 号九 ）四 の

る す 、
条 る 六
例 。 〇
を 四
こ 人
こ 」
に を
公 「
布 五
す 、
る 五

、
」 九 県 る「
に 〇 条 条三
、 人 例 例、

」 第三 「
一 に 五三
、 、 十二 四 一人 「
〇 五 号」 五 二 ）を 人 六 の「 」 人 一

す
る
。

人 一」 部に を、 次
の「

九 よ一 う
九 に
人 改
」 正
を す

。 七
六
人
」
に
改
め
る
。

三 を 」 部、 を を三 「
一 次「〇 、 五 の九 四 二 よ人 〇 三 う」 四 人 にに 人 」 改改 」 に 正

め に 、 す
、 改 る

山
口
県
知
事

村

る 山「
九 。 口二
四 県
人

知」
に 事
、
「
九 村
四

「
同 め 二 。
条 、 、
第 同 七
五 条 四
号 第 六
中 四 人

号 」「
五 中 を
、 「 「
一 三 二
九 、 、

岡

嗣

政

八
人 岡
」
を

嗣「
九
五
二 政
人
」

九 一 七
人 四 一
」 七 三
を 人 人

」 」「
五 を に
、 改「
一 三 め
七 、 、
八 一 同

一
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 第
十 七
条 条
第 第
二 五
項 項
中 第

二「

を 百 五 項
同 円 号 第 第
項 」 中 三 六
第 を 号 条「
二 二 中 の「
号 二 万 四「
と 万 五 四 第
し 千 千 万 一
、 七 円 千 項

山
第 職 口
三 員 県 平
条 の 職 条 成
第 退 員 例 二
二 職 の 第 十
項 手 退 十 七
中 当 職 号 年

に 手 三「

日
職 」 こ
員 に の
の 改 条 附
退 め 例
職 る は 則
手 部 、
当 分 平
に に 成

日 山
」 第 知 口
に 二 事 県
改 条 等 知 条
め を の 事 例
、 削 給 等 第
同 り 与 の 九
条 、 の 給 号
の 第 特 与

す 号
べ 中
て 「
」 第
を 五

十「
全 五
て 条
」 」
に を
改 「
め 第

同 百 」 七 第
項 円 を 百 一
第 」 円 号「
四 に 三 」 中
号 改 万 を 「
中 め 二 五「

、 千 五 万「
第 同 五 万 円
一 条 百 四 」
号 第 円 千 を
」 四 」 百 「
を 項 に 五 六

傷 関 当 月
病 す に 十
と る 関 七
す 条 す 日
る 例 る
。 条（
」 昭 例
の 和 の
下 二 一
に 十 部

九 を「
以 年 改

関 限 二
す る 十
る 。 七
条 ） 年
例 は 四
の 、 月
一 公 一
部 布 日
を の か
改 日 ら
正 か 施
す ら 行

見 一 例 の
出 条 に 特
し 中 関 例
及 す に「
び 山 る 関
条 口 条 す
名 県 例 る
を 公 条（
削 営 平 例
る 企 成 の
。 業 二 一

管 十 部
る 八
。 条

第
三
項
」
に
改
め
る
。

第 改 十 万「
第 一 め 円 五
一 号 、 」 千
項 を 同 に 円
」 削 項 改 」
に り 第 め に
改 、 六 、 改
め 同 号 同 め
、 項 中 項 、
同 第 第 同「
号 二 二 四 項

下 山 正
こ 口 す
の 県 る
項 条 条
、 例 例
」 第
を 五
加 号
え ）
る の
。 一

る 施 す
条 行 る
例 す 。
を る た
こ 。 だ
こ し
に 、
公 第
布 一
す 条
る の

理 六 を
者 年 改
」 山 正
の 口 す
下 県 る
に 条 条

例 例「
、 第
教 一
育 号
長 ）

を 号 万 号 第
同 中 八 中 二
項 百 号「 「
第 前 五 三 中
三 号 十 万 「
号 」 円 三 四
と を 」 千 万
し を 三 五「
、 第 百 千「
同 一 二 五 八
項 項 万 十 百

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。 改
正
規
定
（
「
平
成
二
十
七

」 の
を 一
加 部
え を
、 次

の「
平 よ
成 う
二 に
十 改
七 正

第 」 七 円 五
五 に 千 」 十
号 改 百 を 円
を め 円 」「
同 、 」 四 を
項 同 に 万 「
第 号 改 三 五
四 を め 千 万
号 同 、 三 九
と 項 同 百 千
す 第 項 五 五

。 山
口
県
知
事

村

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平

年 す
三 る
月 。
三
十
一
日
」
を
「
平

一
三

る 一 第 十 百
。 号 七 円 五

と 号 」 十
し 中 に 円
、 改 」「
同 一 め に
項 万 、 改
第 六 同 め
三 千 項 、
号 七 第 同

岡

嗣

政

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２

前
条
第
三
項
の

第 十（
子 十 子 五 第 第
を 六 育 条 十 十
養 条 て の 七 八
育 支 次 条 条
す 子 援 に を（
る 育 部 次 見 第
た て 分 の 出 十

第 山（
一 職 口

第 条 員 県
十 の 職 条
一 職 勤 員 例
条 員 務 の 第
中 の 時 勤 十

勤 間 務 一「
介 務 、 時 号

２ （
職 経

平 員 こ 過
成 の の 措
二 勤 条 置
十 務 例 ）
七 時 の
年 間 施
三 、 行

１ （
か 施 附
ら こ 行 則
施 の 期 附 第
行 条 日 三
す 例 ） 則 十
る は 四
。 、 項

平 中
規
定
は
、
子
育
て
支
援
部
分
休

め 支 休 一 し 九
、 援 暇 条 を 条
勤 部 ） を 含 と
務 分 加 む す
し 休 え 。 る
な 暇 る ） 。
い は 。 中
こ 、 「
と 職 介
が 員 護
相 休（
当 育 暇

護 時 休 間
休 間 日 、
暇 、 及 休
」 休 び 日
の 日 休 及
下 及 暇 び
に び に 休

休 関 暇「
、 暇 す に
子 に る 関
育 関 条 す
て す 例 る

月 休 に
十 日 関
七 及 し
日 び 必

休 要
暇 な
に 経
関 過
す 措
る 置
条 は
例 、

成 「
二 第
十 六
七 十
年 三
四 条
月 第
一 二
日 項
か 」
ら を
施

暇
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

で 児 」
あ 短 の
る 時 下
と 間 に
認 勤 「
め 務 、
ら 職 子
れ 員 育
る 等 て
場 を 支
合 除 援

支 る の 条
援 条 一 例
部 例 部 等
分 改 の（
休 昭 正 一
暇 和 ） 部
」 二 を
を 十 改
加 八 正
え 年 す
る 山 る

等 人
の 事
一 委
部 員
を 会
改 規
正 則
す で
る 定
条 め
例 る

「
行 第
す 五
る 十
。 条
た の
だ 十
し 第
、 二
第 項
三 」
条 に

に く 部
お 。 分
け ） 休
る が 暇
休 小 」
暇 学 を
と 校 加
す え（
る 第 、
。 一 同

学 条

。 口 条
県 例
条
例
第
十
一
号
）
の
一

を 。
こ
こ
に
公
布
す
る
。

第 改
二 め
項 る
、 。
第
七
条
第
五
項
第

年 を
か 第
ら 十
第 八
三 条
学 と
年 し
ま 、
で 第
に 十
限 六

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

山
口
県
知
事

村

二
号
及
び
第
十
条
第
二
項
の

る 条
。 を
） 第
に 十
就 七
学 条
し と
て し
い 、
る 第

。
岡

嗣

政

改
正
規
定
は
、
公
布
の
日

一
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

２

第 一
十 般
四 職
条 の
第 職
五 員
項 の

１（ （
一 施 間
般 こ 行 条
職 の 期 附 例
の 条 日 第
職 例 ） 則 十
員 は 六
の 、 条
給 平 第

第 （
部 時 三 職

第 分 間 第 条 員
三 休 条 二 の
十 暇 例 十 職 育
条 の 第 八 員 児
第 承 十 条 の 休
五 認 六 第 育 業
項 を 条 三 児 等

２ 第 十（
し 十 子 五

前 て 六 育 条
条 い 条 て の
第 る 支 次
三 子 子 援 に
項 を 育 部 次
の 養 て 分 の

第 （
二 学

第 第 第 条 校
十 十 十 職
七 九 一 学 員
条 条 条 校 の

を 中 職 勤（
見 第 員 務「
出 二 介 の 時

中 給
与「

第 に
十 関
六 す
条 る
」 条
を 例
「 （
第 昭
十 和
七 二

与 成 一
に 二 項
関 十 の
す 七 子
る 年 育
条 四 て
例 月 支
の 一 援
一 日 部
部 か 分
改 ら 休
正 施 暇

中 得 第 項 休 に
て 一 中 業 関「

特 い 項 等 す「
別 る の 特 に る
休 場 子 別 関 条
暇 合 育 休 す 例
」 」 て 暇 る の
の に 支 」 条 一
下 、 援 の 例 部
に 部 下 改「 （

当 分 に 平 正「
又 該 休 成 ）

規 育 支 休 一
定 す 援 暇 条
は る 部 ） を
、 た 分 加
子 め 休 え
育 、 暇 る
て 勤 は 。
支 務 、
援 し 学
部 な 校
分 い 職
休 こ 員

し 十 護 勤 間
を 条 休 務 、
含 と 暇 時 休
む し 」 間 日
。 、 の 、 、
） 第 下 休 休
中 十 に 日 暇

八 、 等「 「
介 条 、 休 に
護 を 子 暇 関
休 第 育 等 す
暇 十 て に る

条 十
」 六
に 年
改 山
め 口
る 県
。 条

例
第
二
号

） 行 を
す い
る う
。 。

以
下
同
じ
。
）
」

「
は 特 暇 又 四
子 別 を は 年
育 休 い 子 山
て 暇 う 育 口
支 を 。 て 県
援 承 以 支 条
部 認 下 援 例
分 さ 同 部 第
休 れ じ 分 一
暇 て 。 休 号

い ） 暇 ）

暇 と （
に が 育
つ 相 児
い 当 短
て で 時
準 あ 間
用 る 勤
す と 務
る 認 学
。 め 校

ら 職

」 九 支 関 条
の 条 援 す 例
下 と 部 る の
に す 分 条 一

る 休 例 部「
、 。 暇 改（
子 」 昭 正
育 を 和 ）
て 加 四
支 え 十
援 る 六

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

を
加
え
る
。

（
勤 る 」 の（
務 」 を 勤 一
時 を 加 務 部
間 え 時 を「
条 当 、 間 次
例 該 同 条 の
第 承 条 例 よ
十 認 第 第 う
六 に 四 十 に
条 係 項 六 改
第 る 中 条 正

れ 員
る 等
場 を
合 除
に く
お 。
け ）
る が
休 小
暇 学
と 校

部 。 年
分 山
休 口
暇 県
」 条
を 例
加 第
え 三
、 十
同 号
条 ）

正
す
る
。

一 」 第 す「
項 に を 一 る
の 改 承 項 。
子 め 認 の
育 る さ 子
て 。 れ 育
支 て て
援 い 支
部 る 援
分 場 部
休 合 分

す （
る 第
。 一

学
年
か
ら
第
三
学
年

を の
第 一
十 部
八 を
条 次
と の
し よ
、 う
第 に
十 改
六 正

一
五

暇 」 休
又 を 暇
は 又「
学 又 は
校 は 学
職 子 校
員 育 職
勤 て 員
務 支 勤
時 援 務

ま
で
に
限
る
。
）
に
就
学

条 す
を る
第 。
十
七
条
と
し
、
第
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１

こ
の
条
例
は
、
公

に け（ （
施 第 従 修 を
行 八 事 学 受
期 附 条 し 資 け
日 の た 金 た
） 則 二 期 の 期

第 間 貸 間
一 。 付 が
項 第 け 三

第 同 す
第 三 第 条 る
八 条 三 中 指
条 条 第 定
第 削 を 四 発
一 除 次 号 達
号 の を 支
中 よ 第 援

う 三 医「

山
第 貸 口
二 付 県 平
条 金 貸 条 成
第 の 付 例 二
二 返 金 第 十
号 還 の 十 七
を 債 返 二 年
削 務 還 号 三

３ （
貸 一
付 第 一 般
金 十 般 職
の 六 職 に
返 条 に 属
還 第 属 す
債 五 す る
務 項 る 学

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第 四 を 年
一 号 受 以
号 に け 上
及 お た の
び い 期 者
同 て 間 に
条 同 が あ
第 じ 五 つ
二 。 年 て
項 ） 以 は
第 」 上 、
二 を の 県

育 に 号 療
児 改 と 機
休 め し 関
業 る 、 」
」 。 第 に
の 五 、
下 号 「
に か 第

ら 七「
若 第 条
し 十 第
く 号 五

り の 債 月
、 免 務 十
同 除 の 七
条 に 免 日
第 関 除
三 す に
号 る 関
中 条 す

例 る「
第 条（
二 昭 例
十 和 の

の 中 学 校
免 校 職「
除 第 職 員
に 十 員 の
関 六 の 給
す 条 給 与
る 」 与 に
条 を に 関
例 関 す「
の 第 す る
一 十 る 条
部 七 条 例

号 加 者 内
中 え に の

、 あ 病「
育 同 つ 院
児 条 て が
休 第 は 管
業 四 、 理
」 号 二 を
を 中 年 行

） う「 「
育 育 を 医

は ま 項
介 で 」
護 を を
休 一 「
業 号 第

ず 八（
以 つ 条
下 繰 第

り 一「
育 上 項
児 げ 」

七 六 一
条 十 部
第 年 を
二 山 改
項 口 正
の 県 す
規 条 る
定 例 条
に 第 例
よ 二
り 号

を 条 例 の
改 」 一（
正 に 昭 部
す 改 和 改
る め 二 正
条 る 十 ）
例 。 七
を 年
こ 山
こ 口
に 県

児 児 超 師
休 休 え 法
業 業 な 第
等 」 い 十
」 を 期 六
に 間 条「
改 育 及 の
め 児 び 二
る 休 県 第
。 業 内 一

等 の 項

休 る に
業 。 、
等 「
」 同
と 条
い 第
う 八
。 項
） 」
」 を
を

厚 ）
生 の
労 一
働 部
大 を
臣 次
が の
指 よ
定 う
し に
た 改

公 条
布 例
す 第
る 六
。 号

）
の
一
部
を
次

」 公 の
に 的 規
改 医 定
め 療 に
る 機 よ
。 関 る

等 臨
に 床
お 研
い 修
て を

「
、 同

条「
従 第
事 四
し 項
た 」
期 に
間 改
」 め
の 、
下 同

国 正 山
立 す 口療 る
養 。 県
所 知」
を 事
「
第
六 村
条

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

医 受
師 け
等 た
と 期
し 間
て の
そ う
の ち
業 一
務 年

に 号
を「
同（

修 条
学 第
資 二
金 号
の と
貸 し
付 、

の
二 岡
の
二
第 嗣
三
項
に 政
規
定

一
六
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平
成
二
十
七
年
三

森 こ 附
林 の 則
の 条 附 第
整 例 十
備 は 則 八
に 、 条
関 公 中
す 布 「

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
税 口 例 二 税
賦 県 第 十 賦
課 税 十 七 課
徴 賦 三 年 徴
収 課 号 三 収

３ （
本 号

第 本 人 に
二 人 確 お
条 確 認 い
第 認 情 て
九 情 報 同
号 報 の じ
及 の 利 。

２ （
け の 後 経
た 者 の 平 過
期 に 貸 成 措
間 あ 付 二 置
が つ 金 十 ）
五 て の 二
年 は 返 年
以 、 還 四

月
十
七
日

る の 平
費 日 成
用 か 二
に ら 十
充 施 八
て 行 年
る す 一
た る 月
め 。 三
の 十
県 一
民 日

条 徴 月 条
例 収 十 例

条 七 の（
昭 例 日 一
和 の 部
二 一 を
十 部 改
五 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例

び 利 用 ）
同 用 及 」
条 及 び と
第 び 提 あ
十 提 供 る
五 供 に の
号 に 関 は
ト 関 す 、
中 す る 「

る 条 期「
第 条 例 間
二 例 の 」

上 県 債 月
の 内 務 一
者 の の 日
に 病 免 前
あ 院 除 に
つ が に 大
て 管 関 学
は 理 す に
、 を る 入
二 行 条 学
年 う 例 し
） 医 第 た

税 」
の を
特 「
例 平
に 成
関 三
す 十
る 三
条 年
例 一
の 月

条 条 を
例 例 こ
第 こ
三 に
十 公
九 布
号 す
） る
の 。
一
部

条 一 と（
第 平 部 す
五 成 改 る
号 十 正 。
」 九 ）
を 年

山「
第 口
二 県
条 条
第 例

を 師 八 者
超 法 条 が
え 第 の 貸
な 十 規 付
い 六 定 け
期 条 の を
間 の 適 受
及 二 用 け
び 第 に た
県 一 つ 医
内 項 い 師

一 三
部 十
を 一
改 日
正 」
す に
る 改
条 め
例 る
を 。
こ

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

四 第
号 二
」 号
に ）
改 の
め 一
る 部
。 を

次
の
よ

の の て 及
公 規 は び
的 定 、 歯
医 に 同 科
療 よ 条 医
機 る 第 師
関 臨 一 修
等 床 号 学
に 研 中 資
お 修 金「
い を 期 の

山
口
県
知
事

村

こ
に
公
布
す
る
。

山
口
県
知
事

村

う
に
改
正
す
る
。

て 受 間 返
医 け 還（
師 た 修 及
等 期 学 び
と 間 資 そ
し の 金 の
て う の 利
そ ち 貸 息
の 一 付 の
業 年 け 支
務 を 払

岡

嗣
一
七

政

岡

嗣

政

（
に 修 受 の
従 学 け 債
事 資 た 務
し 金 期 に
た の 間 つ
期 貸 が い
間 付 三 て
。 け 年 の
第 を 以 改
四 受 上 正



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

事
務

る 手
。 数

料
」定査係況土 をに機る調壌

関関指査汚 「
第すの定等染 一る指調に状 種

改 山
別 め 第 山 口
表 る 二 口 県
第 。 条 県 山 条
一 第 使 口 例
の 三 用 県 第
４ 項 料 使 十
の の 手 用 五
表 表 数 料 号

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 使 例
十 用 は 則
七 料 、
年 手 公
三 数 布

山
第 第 森 口
三 二 林 県
条 条 の 森 条
第 中 整 林 例
一 備 の 第「
項 平 に 整 十
中 成 関 備 四

二 す に 号「
フ手関指
ロ数指定
ン料定調
類申査
充請機

回
収
業
者
登

一 宅 料 手
の 地 条 数
二 建 例 料
の 物 条（
項 取 昭 例
中 引 和 の

主 三 一「
第 任 十 部
一 者 一 を
種 資 年 改
フ 格 山 正
ロ 試 口 す

月 料 の
十 条 日
七 例 か
日 の ら

一 施
部 行
を す
改 る
正 。
す
る
条

平 十 る 関
成 六 費 す
二 年 用 る
十 度 に 費
七 」 充 用
年 を て に
三 る 充「
月 平 た て
三 成 め る
十 三 の た
一 十 県 め
日 一 民 の録

申
請
手
数
料
」
に
改
め
、

ン 験 県 る
類 手 条 条
回 数 例 例
収 料 第
業 の 一
者 項 号
の 中 ）
」 の「
を 宅 一

地 部「
第 建 を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

」 年 税 県
を 度 の 民

」 特 税「
平 に 例 の
成 改 に 特
三 め 関 例
十 る す に
二 。 る 関
年 条 す
三 例 る
月 条同

表
中
一

一 の
件 三
に の
つ 項
き を

一
の

一 物 次
種 取 の
フ 引 よ
ロ 主 う
ン 任 に
類 者 改
充 資 正

格 す
回 試 る
収 験 。
業 手

（
三 平 例
十 成 の
一 十 一
日 七 部
」 年 を
に 山 改
改 口 正
め 県 す
る 条 る
。 例 条

第 例
四
の
項

二 と
万 し
四 三 、
千 万 一
八 九 の
百 百 二
円 円 の

項

者 数
の 料
」 」
に を
、 「

宅「
第 地
一 建
種 物
フ 取
ロ 引

山
口
県
知
事

村

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

ン 士
類 資
回 格
収 試
業 験
者 手
登 数
録 料
申 」
請 に

岡

嗣

政

に
改
正
す
る
。 一

八
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ら
５
ま
で
を
削
り
、
６

二 条 項
十 の 中 別
二 二 表「
の 第 、 第
項 十 医 一
の 三 薬 の
備 項 品 ５
考 又 の の
１ は 販 表

十 別
七 表

第務に設係生食 一関等る管鳥 のすの養理処 ４る登成者理 の事録施に衛 表

二二 別
の 表

第すの養理食 一る登成者品 の事録施に衛 ４務に設係生 の関等る管 表

第号
二）
号第
イ二
に十

を
３
と
し
、
同
項十建 の五築 次年基 に法準 次律法 の

中 第 売 十
三 先 四「

移 十 等 の
転 八 変 項
す 条 更 中
る の 許 「
」 四 可
を 第 証

二 」「
同 十 を
一 二 削
敷 項 り

中
十
九
の
項
を
削
り
、
十
八
の

二請設理食 の手等者品 項数登養衛 の料録成生 次申施管 に
次
の
よ
う
に
加規条

定第
す一
る項

を床
超面
え積
一の
万合
平計

第（ よ二昭 う百和 に一二 加
え超床 下床 るえ面 の面 。二積 も積

千の のの
平合 合
方計 計

地 」 、
内 に 別
に 改 表
お め 第
い 、 一
て の「
移 又 ８
転 は の
す 第 表
る 三 十
」 十 八

項
を
十
九
の
項
と
し
、
十
七

え
る
。

方が
メ二
ー千
ト平
ル方
以メ
下ー
のト
もル

メが が
ー千 千
ト平 平
ル方 方

一以メ 一 メ
件下ー 件 ー
にのト に ト
もル ルつ つ

きのを き 以

に 九 の
、 条 項

の 中「
移 七 「
転 第 第
し 十 二
」 一 十
を 項 条

」 の「
同 及 二
一 び 第

の
項
を
十
八
の
項
と
し
、
十

敷 六「
地 又 項
内 は 又
に 第 は
お 三 第
い 十 三
て 九 十
移 条 八
転 の 条
し 七 の
」 第 四 」

六
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

一
九

に 十 第 を
改 三 十 削
め 項 六 り
、 」 項 、
同 を 」 同
備 削 を 表
考 り 二「
中 、 第 十
３ 同 二 三
か 表 十 の

加
え
る
。
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二

す性
る判
事定
務に
関

二二
の十
造建
計築
算物
適の
合構

２

適
合
判
定
通
知
書
の

備
１

る 考
場 建
合 築
の 基
手 準
数 法
料 第
の 二
金 十

築造定第建
物計す一築
算る項基
が方第準
行法二法

数判計建
料定算築
申適物
請合構
手性造

築造プ第プ
物計ロ三ロ
算グ号グ
がライラ
行ムにム

交
付
を
受
け
た
建
築
物
の
計

額 条
は 第
、 二
当 項
該 の を床建 規 超面築 定 え積物 に るのの よ も合部 り の計分 建

わに号第
れよイ二
たりに十
建構規条

のを床 のを床
超面 超面
え積 え積
五の 一の
万合 万合
平計 平計

超床 下床 を
え面 の面 超
二積 も積 え
千の のの る
平合 合 も
方計 計 の

わに規又
れよ定は
たりす同
建構る項

床 のを床 の
面 超面
積 え積
の 五の
合 万合
計 平計

画
を
変
更
す
る
と
き
の
床
面

がご 築 五と 物 万に の 平算 部 一 方定 分 件 メす が に ーる そ トつ。 れ き ルぞ
れ
別

方が 方が
メ一 メ二
ー万 ー千
ト平 ト平

一 ル方 一 ル方
件 以メ 件 以メ
に 下ー に 下ー

のト のトつ つ
き もル き もル

メが が
ー千 千
ト平 平
ル方 方

一以メ 一 メ 一
件下ー 件 ー 件
にのト に ト に
もル ルつ つ つ

きのを き 以 き

が 方が
五 メ一
万 ー万
平 ト平
方 一 ル方 一
メ 件 以メ 件
ー に 下ー に
ト のトつ つ
ル き もル き

積
の
合
計
は
、
変
更
前

の
建
築 六物 十と 九み 万な 七さ 千れ 円

二
十

三 八
十 万
八 七
万 千
円 円

十
二 八
十 万
五 七
万 千
円 円

二
〇
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の 七 の
二 条 三
の の 第
項 三 三
を 第 項
三 九 第
十 項 二
三 第 号
の 二 」

請 め「
手 、 別
数 同 表
料 備 第
」 考 一
を ２ の

及 ８
建 び の
築 同 表

三 号 に
の 」 、
項 に 「
と 改 第
し め 六
、 、 十
三 同 七
十 表 条
三 二 の
の 十 二
項 九 第
の の 五

物 表 二
等 二 十
仮 十 三
使 四 の
用 の 項
認 項 の
定 の 備
申 備 考
請 考 １
手 中 中
数 「 「
料 ６ 場

３
に の

二 つ 建
十 い 築
二 て 物
の 算 の
項 定 床
の す 面
備 る 積
考 。 を

次 項 項
に 中 第
次 二「
の 一 号
よ 万 」
う 六 を
に 千 「
加 円 第
え 」 六
る を 十
。 七

」 」 合
に を
改 」
め ３ の
、 」 下
同 に に
表 改 「
二 め 同
十 、 一
六 同 敷
の 表 地

３ 超
は え
、 な
こ い
の 部
場 分
合 の
に 床
準 面
用 積
す の「

一 条
万 の
七 三
千 第
円 五
」 項
に 第
、 二 」

号「
一 」
万 に

」
に
、

項 二 内
建 十 に
築 五 お
物 の い
建 項 て
築 中 」
等 を「
許 の 加

を 可 承 え
申 認 、
請 」

る 二
。 分

の
一
及
び
床
面
積
の
増

千 、
円 「
」 第
を 六

十「
一 七
万 条
二 の
千 二
円 第
」 九

「
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第

「
手 を 移
数 転「
料 に し
に 係 」
関 る を
す 認 「
る 定 同
部 」 一
分 に 敷
中 、 地

内

加
す
る
部
分
の
床
面
積

二
一

に 項
改 第
め 二
、 号
同 」
表 を
中 「
三 第
十 六
三 十

二
号
」
を
「
第
六
十
七
条

「
建 に
築 お
物 い
等 て
仮 移
使 転
用 し
承 」
認 に
申 改
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別
表
第
一
の
８
の
表

九 八 七 六 五 四

三 二 一 五 二 千
万 万 万 千 千 平
平 平 平 平 五 方
方 方 方 方 百 メ

三 二 一 の が
合 あ

五 百 百 計 る
百 平 平 の 場
平 方 方 区 合
方 メ メ 分 の

お 書 九 任 料
い 」 者 」の

２ て と の を項
い 」長「 「

住 適 う を 宅期
宅 合 。 地優 「
の 証 ） 宅 建良
品 」 に 地 物住
質 と よ 建 取宅

別 二三三
表 の十
第 すのにマ一 る許係ン除の 事可るシ却８ 務に特ョ認の 関例ン定表

三
十
九
の
項
長
期
優
良
住
宅
建

メ メ メ メ 平 ー
ー ー ー ー 方 ト
ト ト ト ト メ ル
ル ル ル ル ー を
を を を を ト 超
超 超 超 超 ル え
え え え え を 二
る 三 二 一 超 千
も 万 万 万 え 五
の 平 平 平 五 百

方 方 方 千 平
二 メ メ メ 平 方

メ ー ー に 手
ー ト ト 応 数
ト ル ル じ 料
ル を 以 そ の
を 超 下 れ 金
超 え の ぞ 額
え 五 も れ は
千 百 の 次 、
平 平 に 一
方 方 三 定 戸
メ メ 万 め 建
ー ー 三 る て

確 い り 物 引建
保 う 、 取 士築
の 。 」 引 資等
促 ） を 士 格計
進 の の 試画「
等 添 が 」 験認
に 付 作 に 手定
関 が 成 、 数申
す あ し 料請 「
る る た 宅 」手
法 」 当 地 に数
律 に 該 建 、

三 請特マ要十 手例ン除五 数許シ却の 料可ョ認項 申ン定中
「
宅
地
建
物
取

築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
手

百 ー ー ー 方 メ
二 ト ト ト メ ー
十 ル ル ル ー ト
三 以 以 以 ト ル
万 下 下 下 ル 以
八 の の の 以 下
千 も も も 下 の
円 の の の の も

も の
百 百 六 の
八 二 十 十

ト ト 千 額 の
ル ル 円 を 建
以 以 、 築
下 下 そ 物
の の れ に
も も ぞ あ
の の れ つ

前 て
九 五 記 は
万 万 の 三
二 七 手 万

料
第 改 申 物に 「
六 め 請 取 宅関
条 、 に 引 地す第 同 係 主 建る一 備 る 任 物部項 考 長 者 取分の 中 期 証 引の設 ３ 優 」 主備計 を 良 を 任考住 ４ 住 者「１宅 と 宅 宅 登

引
主
任
者
資
格
試
験
等
」
を

数
料
に
関
す
る
部
分
中
「
備

十 十 五 三 八
一 二 万 十 万
万 万 六 五 九
千 八 千 万 千
円 千 円 千 円

円 円

千 千 数 三
円 円 料 千

の 円
金 を
額 、
か 一
ら 戸
減 建
じ て
た の
金 建

中性 し 建 地 録
能 、 築 建 等「

に評 ２ 等 物 手よ価 を 計 取 数る書 ３ 画 引 料評と が 士 」（ 価知 し 」 証 を
の事 、 に 」 「
結が １ 、 に 宅
果別 の 、 地「
をに 次 が 建

「
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試

考
２
及
び
３
」
を
「
備
考
３

額 築
と 物
す 以
る 外
。 の

建
築
物
に
あ
つ

「
記定 に 確 交 物
載め 次 認 付 取
しる の で 」 引
た要 よ き を 士
書件 う る 登「
類を に 」 交 録

備 加 を 付 等（
以え え 又 手「
下て る を は 数
こい 。 証 再 料
のる す 交 」

験
等
」
に
、
「
宅
地
建
物
取

及
び
４
」
に
改
め
、
同
部

て
は
次
に
掲
げ
る
床
面
積

項も る 付 に
にの 書 」 、
おに 類 に 「
い限 改 宅（
てる 以 め 地

。 下 、 建「
評） こ 同 物
価の の 表 取
結添 項 三 引

付 に 果 十 主

引
主
任
者
資
格
試
験
手
数

二
二
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を
「
三
千
百
円
）
」
に

別
表
第
二
の
五
の
項

円 五 証 分
」 条 が の
に の 添 備
改 二 付 考
め 第 さ １
る 三 れ 中
。 項 て 「

第 い 評
二 る 価

、
「

百場自（
円合動公
）に車安
あを委
つ使員
て用会
はしが三
、て提千
四受供五

運
転
免
許
試
験
手
数
料
に
関
す

号 」 結
」 に 果
の 改 書
下 め に
に 、 よ

同 り「
及 備 、
び 考 法
第 ３ 第
三 中 六
号 条「
」 備 第千けす十

六るる円

を
「

百場自（
円合動公
）に車安
あを委
つ使員二

る
部
分
中

百場自（
円合動公
）に車安
あを委
つ使員

を 考 一
加 ３ 項
え 」 第
、 を 二
同 号「 「
表 備 及
十 考 び
五 ４ 第
の 」 四
項 に 号
中 改 かて用会千

はしが九
、て提百
四受供五
千けす十
五るる円

」
に
、

「

千 千
九 八
百 百
円 円

を

て用会
はしが四
、て提千
七受供六
千けす百
七るる円

百場自（

め ら「
五 、 第
千 別 六
八 表 号
百 第 ま
円 一 で
」 の に
を 掲

の げ「 「
五 表 る
千 八 基百場

五合
十に
円あ
）つ
て
は
、
七
千
六

自（
動公
車安
を委
使員
用会
しが四
て提千
受供六
けす百
るる円 」

千 千
八 七
百 百
五 五
十 十
円 円

円合動公
）に車安
あを委
つ使員
て用会
はしが四
、て提千
七受供四
千けす百
四るる円

六 の 準
百 項 に
円 中 適
」 合「
に 者 し
、 及 て

び い「
五 」 る
千 を こ
三 と「
百 者 が

」

二
三

を
に
、
「
三
千
五
十
円
）
」

五 並 確
十 び 認
円 に で
」 」 き
を に る

改 」「
五 め を
千 、 「
二 適「
百 第 合
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十 に 八「 「
千 円 、 四 百
九 」 千 五「
百 を 千 百 十
五 八 五 円「
十 三 百 十 」
円 千 五 円 を
」 六 十 」 「
を 百 円 を 二

関 査 を 百
す 手 五「
る 数 四 十
部 料 千 円
分 に 七 」
中 関 百 を

す 五「 「
る 十 三
部 円 千

百
五 百場十 五合円 十に」 円あに ）つ、 て「 は
場 、

「

自（
動公
車安
を委
使員四
用会千
しが五
て提百円 」 万「 「

二 」 を 四 千
千 に 千 七「
百 、 千 円 百
円 七 」 円「
」 六 百 に 」 千に 千 五 、 に 二改 四 十 改「 百め 百 円 七 め 円、 円 」 千 、
同 」 に 円 」同
備 を 改 」

分 」 六
中 に 百

改 五「
千 め 十
五 、 円
百 同 」
五 項 に
十 運 、
円 転 「 千」 免 六 円を 許 千

証 九を

合 七
に 千
あ 六
つ

」て
は
、
三
千
二

受供五
けす十
るる円

に
、
「
三
千 千円 九」部

考 め を 分「
３ 六 、 の「
中 千 同 六 備百 備 千 考「
二 円 考 七 １千 」 ２ 百 中二 に 中 円 「百 、 」 二「
円 九 に「 千」 千 百 、 九 千を 八 円

」「
千 交 百「
四 付 五
百 等 十
五 手 円
十 数 」
円 料 を
」 に 「
に 関 六
、 す 千

る 六「 千三 部 百

を
「

場
合
に
あ
つ
て
は
、

百を 円「
二 」
千
八
百
五
十
円
」
に「 百 百百 」 二「 円五二 五 を 千 十千 十 百 」「 円百 円 八 円 」円 」 百 」

を」 を 五 を
に 十 「「 「

二、 千 円 二
千九 」 千「
八二 百 に 四
百千 五 、 百

五千 分 五 十百 中 十 円円 円「
に 」 三 」 」
、 を 千 に

六 、「 「
二 三 百 「
万 千 円 四
三 円 」 千
千 」 を 五
五 に 十

三
千
三

に
改
め
、
同
項
運

千、 八「 百四 五千 十五 円百
五 」
十
円
」
を

円百 十 五「
」円 円 二 十
に」 」 百 円
、を に 円 」

、 」 に 「「
三千 を 、「
百九 二 「 「
五百 千 三 二
十五 円 百 千
円十 」 五 二
」円 を 十 百

「
百 改 三 円
円 め 千 」
」 、 五 を
を 同 百 「

項 円 三「
二 技 」 千
万 能 に 八
三 検 改 百
千 定 め 五
四 員 、 十
百 資 同 円

転
免
許
技
能
検
査
手
数
料
に

「
四
千
四
百
円
」
に
、
「
二

を」 円 五「
に 千 」 十 「

五、 九 に 円
百百 、 」「
五二 五 を「
十千 十 三 「
円二 円 千 二
」百 」 七 千

五 に 百 円 に
十 、 五 」 、

五 格 項 」
十 者 運 に
円 証 転 、
」 交 免 「
に 付 許 四
、 等 限 千

手 定 九「
二 数 解 百
万 料 除 円
千 に 審 」

関
す
る
部
分
中
「
三
千
八

千
八
百
円
」
を
「
二
千
八

二
四
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に 千
、 七

百「
千 円
二 」
百 を
五 「
十 四
円 千

免 に 二 に
許 、 改百
等 め五「
講 四 、十
習 千 同円
手 四 備」
数 百 考を
料 五 ３「
に 十 の千

を 及 め 同 五「
九 び 、 部 千「

千 百 五 同 分 円
三 円 中 備 の 」
百 」 考 備 を「
五 に 千 １ 考 「
十 、 四 の １ 一
円 百 二 中 万「
」 三 五 中 四「

円 円 円
」 」 」
に を を
改 「 「
め 四 二
、 千 千
同 二 五
項 百 百
教 五 円

」 六「
を 百

五「
千 十
三 円
百 」二 円 に千 」 、四 に百 「
、 四五 千十 「
二 百

関 円 二三
す 」 中百
る を 円 「
部 千」「
分 四 五に
中 千 百改

二 円め「
百 」、
五 を同
十 備 「
円 千考
」 三

に 千 十 三 千「
、 七 円 千 千 九

百 」 四 円 百「
千 五 を 百 」 五
百 十 五 を 十「
五 円 千 十 円「
十 」 五 円 二 」
円 を 百 」 千 に
」 五 を 八 、「
を 三 十 百「 「

千 円 千 五 九「
千 六 」 三 十 千

習 十 」
指 円 に
導 」 、
員 に 「
資 、 二
格 千「
者 七 四
証 千 百
交 八 五
付 百 十
等 円 円
手 」円 二千 五 千百 十 四円 円 百」 」「 五を を 十「 「 円二 四

千 千 」
五 百
十 円
円 」

３
に 百の
、 円六

」中「
千 に七 「九 改千百 百 め百円 円 、五」 同十を 備を 円 考」「 「
二 ３

三 百 に 百 円 四
百 円 改 五 」 百
円 」 め 十 に 五
」 に 、 円 、 十
に 、 同 」 円「
改 備 に 百 」「
め 千 考 改 円 を
、 四 １ め 」 「
同 百 の 、 を 九
備 円 六 同 千「
考 」 中 備 二 四

」
数 を を
料 「 「
に 七 二
関 千 千
す 四 五る 百 百部 円 五分 」 十中 に 円、 」「

二 」 に千 に 、四 、百 「
四円 「 二二 千 千千 五 三七 十 百百 円 五五 」 十十 を 円円

を千 の
五 三「

千十 中二円 「百」 千円に 百七 」、 五百 に 十「五 改二 円十 め千 」円 、七 を

３ を 考 百 百「
中 千 １ 五 円「

千 三 の 十 」「
千 二 百 三 円 に
五 百 五 中 」 、
十 五 十 に「 「
円 十 円 千 改 一
」 円 」 三 め 万
を 」 を 百 、 二

に 五 同 千「 「
千 、 千 十 備 八

に「
三 改千 め百 、五 同十 備円 考」千 ４を二 中「百 三 「

円 三千「
」 四 」
を 千

円「
二 」
千 に
七 、
百 「
円 三
」 千
に 百
、 五

同百 「
備に 円 千
考、 」 百
４を 円「
中二 」「

千 二 に「
三二 千 改
千百 五 め
五円 百 、
十」 五 同
円を 十 備

百 四 円 考 百「
円 千 百 」 １ 五
」 三 円 を の 十
に 百 」 一 円「
、 円 に 千 中 」

」 改 二 を「 「
五 を め 百 四 「
十 、 五 千 一「
円 千 同 十 百 万
を 二 備 円 五 二
前 百 考 」 十 千

千七」 五百を
十円「
円」
」に
を、
「「
三二
千千
百七
円百

二
五

十「
二 円
千 」
六 を
百 「
円 三
」 千
を 百

円「
二 」

」円 考「
を二 」 ３

千 に の「
三百 改 四
千円 め 及
百」 、 び
五に 同 五
十、 項 中

運 円「 「
四 転 」 千

記 円 ２ に 円 七
」 」 中 改 」 百
を に め を 五「

、 九 、 十「 「
百 百 同 四 円「
円 千 五 備 千 」
を 二 十 考 円 に
前 百 円 １ 」 改
記 円 」 の に め
」 」 を 四 改 、

」円千 に」百 、を円 「「
四二」
千に 千
四、 五
百百「
五一 五

万 十 十
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二

別
表
第
一
の
５

一 こ
の 二 第 の
次 第 二 別 条 附
に 九 号 表 例
次 項 」 第 は 則
の 第 を 一 、
よ 二 の 平「
う 号 第 ８ 成

分
中 にの道 にの「 掲二路 掲二八 げ第交 げ第百 る一通 る一五 講項法 講項十 習第第 習第円 十百 十」 四八 三

に「
、道 「路

交 にの道
通 掲二路
法 げ第交
第 る一通
百 講項法
八 習第第

三 千
五百
百五
五十
十円
円」
」に
に、
、「

の
表
二
十
三
の
項
の
改
正
規
定

に 」 六 の 二
加 を 十 表 十
え 七 十 七「
る 第 条 八 年
改 六 の の 四
正 十 三 項 月
規 七 第 の 一
定 条 三 改 日
及 の 項 正 か
び 三 第 規 ら
別 第 二 定 施
表 九 号 、 行

を 号条 号「
九
百
円
」
に
改
め
る 一。 人

条 十百
三八
号条

五
千
八
百
円
」
を
「
五
千 六
六 百

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十

第 項 」 同 す
一 第 に 表 る
の 二 、 二 。

号 十 た「
の 」 第 六 だ
表 に 六 の し
八 改 十 項 、
の め 七 建 次
項 る 条 築 の
の 部 の 物 各
改 分 二 建 号

一
時 一
間 人
に に
つ つ
き き

十場資
円合す
）にる
あ活

一
人
に
つ
き（

運
転 百場資（
者 円合す運

百 円
円

」」
をに

、
「
五
千
三
百
五

一
日

正 を 第 築 に
規 除 五 等 掲
定 く 項 許 げ

。 第 可 る
公 ） 二 申 規
布 、 号 請 定
の 同 」 手 は
日 表 を 数 、

中 料 当「
三 第 に 該
十 六 関 各

つ動
てを
は体

千 、験
九 九さ
百 千せ
円 五る

」
に
改
め

の一 ）にる転一
資万 あ活者万
質三 つ動の三
の千 てを資千
向二 は体質三
上百 、験の百
に円 九さ向五

千せ上十
二るに円

」
を

十
円

五」
百を
円「

五 」千 に二 、
百 「
円 九
」 百

三 十 す 号
の 七 る に
二 条 部 定
の の 分 め
項 三 の る
を 第 改 日
三 五 正 か
十 項 規 ら
三 第 定 施
の 二 行（
三 号 す

、
同
項
初
心
運
転
者
講
習
等

に 五
、 十

円「
二 」
千 を
三 「
百 八
五 百
十 円
円 」
」 に「

の 」 第 る
項 に 六 。
と 、 十
し 七「
、 第 条
三 六 の
十 十 二
三 七 第
の 条 三
項 の 項

通
知
手
数
料
に
関
す
る
部

を 、
「 「
二 千
千 五
二 百
百 円
五 」
十 を
円 「
」 千

二
六
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山
口
県
資
金
積
立
基

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 資
県 第 十 金
資 十 七 積
金 六 年 立
積 号 三 基

四
十

別 四 にの道表 号 掲二路第 に げ第交一 掲 る一通の げ 講項法８ る 習第第

「

にの道 にの道
掲二路 掲二路
げ第交 げ第交
る一通 る一通
講項法 講項法
習第第 習第第

三
号 六「 「
」 第 別の
に 六 表項
改 十 第建
め 七 一築
る 条 の物
部 の ８建

金
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
口
県

立 月 金
基 十 条
金 七 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条

の 講 十百表 習 四八二 に 号条十 係
九 る
の 部
項 分
の に
改 限
正 る
規 。
定 ）

十百 十百
三八 三八
号条 号条

分 二 の築
に 第 表等
限 五 二許
る 項 十可
。 第 二申
） 二 の請
並 号 項手
び 」 の数
に を 改料
別 正に「
表 第 規関
第 六 定

条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次

る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

一に 人平 限 一成 る 時二 。 間十 ） に七 つ年 平 き六 成
月 二 十二 十 円十 七

一 一
人 人
に に
つ つ
き き

場資 百場資（ （
合す運 円合す運

す
二 十 、る
の 七 同部
五 条 項分の の のの項 三 次改運 第 に正転 五 次規免 項 の定許 第 よ
等 二 （ う
講 号 「 に

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

）五 年
日 六

月
一
日 千

九
百
円

」
に

にる転 ）にる転一
あ活者 あ活者万
つ動の一 つ動の三
てを資万 てを資千
は体質三 は体質三
、験の千 、験の百
九さ向二 九さ向五
千せ上百 千せ上十
五るに円 二るに円

」
を

第習 」 加六手 に え十数 、 る七料 改「 条に 第 正の関 六 規二す 十 定
第る 七 、
三部 条 同
項分 の 表
第の 二 二

山
口
県
知
事

村

改
め
る
部
分
（
道
路
交
通
法

二改 第 十
号正 九 三
」規 項 の
を定 第 項

二 及「（
第号 び
六」 二
十を 十
七 五「
条第 の
の六 項

二
七

岡

嗣

政

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第

三十 の
第 改七
三条 正
項の 規
第三 定
二第 、
号九 同
」項 表

第 に 二
二 、 十
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せ
て
受
け
、
か
つ
、

５ 護 サ る 正
を ー 第 す法

指 い ビ 五 る律
定 う ス 条 。（
訪 。 を 第平
問 以 い 四成
介 下 う 項二
護 同 。 中十
事 じ 第 六 「

山
指 口
定 県 平
居 指 条 成
宅 定 例 二
サ 居 第 十
ー 宅 十 七
ビ サ 七 年
ス ー 号 三

に
指 次 こ
定 の の
居 よ 条 附
宅 う 例
サ に 中 則
ー 加 別
ビ え 表
ス る や

別
づ 大 岩 表
く 島 国 中
り 地 ・ や
基 域 和 ま
金 ま 木 ぐ

ち ・ ち
地

指
定
訪
問
介
護
の
事
業
と
当
該

業 。 三 年 （
者 ） 十 指法
が 四 定律（
第 」 条 介第
一 を 第 護八
号 加 四 予十
訪 え 項 防三
問 、 に サ号
事 同 お ー）
業 条 い ビ第

に て ス五（
介 次 同 」

等 ビ 月
の ス 十
事 等 七
業 の 日
の 事
人 業
員 の
、 人
設 員
備 、
及 設
び 備

等 改 ま
の 正 ぐ
事 規 ち
業 定 地
の は 域
人 同 活
員 年 性
、 四 化
設 月 促
備 一 進
及 日 特
び か 別

域
及 し 内 再 活
び 、 に 編 性
産 住 お 関 化
業 民 い 連 促
の の て 特 進
振 生 公 定 特
興 活 共 周 別
を の 用 辺 基
図 利 の 市 金
る 便 施 町 の
こ 性 設 村 項

第
一
号
訪
問
事
業
と
が
同
一

条
護 の じ のの
予 一 。 下規
防 項 ） に定
訪 を 」 に 「
問 加 を よ （
介 え 、 地る護 る 域改「
に 。 介 に正相 護 お前当 予 けのす 防 る

運 及
営 び
に 運
関 営
す に
る 関
基 す
準 る
等 基
を 準
定 等

運 ら 基
営 施 金
に 行 の
関 す 項
す る を
る 。 削
基 る
準 改
等 正
を 規
定 定

と の を の を
。 向 整 区 削

上 備 域 り
、
や

る 中 ま
と 欄 ぐ
認 に ち
め 掲 産
る げ 業
経 る 戦

の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的

法る 訪 医
も 問 療（

以の 介 及下と 護 び
し 介「（ 旧て 」 護法市 の の」町 下 総

とが に 合
い定 的「
うめ 旧 な

め を
る 定
条 め
例 る

条（
平 例
成 の
二 一
十 部
四 を
年 改

め は
る 平
条 成
例 二
の 十
一 七
部 年
を 三
改 月
正 三
す 十

費 設 略
の 置 基
財 の 金
源 目 の
に 的 項
充 を の
て 達 前
る 成 に
と す 次
き る の
。 た よ

に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に

。る 法 確
）も 第 保
第の 八 を
五に 条 推
十限 の 進
三る 二 す
条。 第 る
第） 二 た
一に 項 め
項係 に の
にる 規 関

山 正 山
口 す 口県 る
条 条 県
例 例 知第
三 事
十
五
号 村
）

る 一
条 日
例 か
を ら
こ 、
こ 同
に 表
公 や
布 ま
す ぐ
る ち

め う
知 に
事 加
が え
必 る
要 。
が
あ

あ
っ
て
は
、
市
町
の
定
め

規指 定 係
定定 す 法
す事 る 律
る業 介 の
指者 護 整
定の 予 備
介指 防 等
護定 訪 に
予を 問 関

併 介 防 す

の
一 岡
部
を
次 嗣
の
よ
う 政
に
改

。 産
業
戦
略
基
金
の
項
の
前

二
八
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３
る
。 基
） 準
と 該
が 当
、 訪
同 問
一 介

の 条
第 第 は 第 第
八 三 一 三「
十 十 次 項 十
七 九 条 」 五
条 条 第 と 条
第 第 一 、 第
一 一 項 四「
項 項 」 第 項

５ 同
る る せ 条 第
。 当 て 指 に 三

該 受 定 次 十
第 け 通 の 四
一 、 所 一 条
号 か 介 項 第
通 つ 護 を 四
所 、 事 加 項

宅「
第 指 介 第 第
二 定 護 二 十
十 複 十 九（
五 合 指 条 条
条 型 定 第 中
及 サ 地 五 「
び ー 域 項 維
第 ビ 密 中 持

七 項
条 」 第 で る
第 」 七 き 当
一 を 条 る 該
項 加 第 。 第
」 え 二 一
に 、 項 号
改 中 訪「
め 問「 「

の 護
事 の
業 事
者 業
に と
よ 第
り 一
同 号
一 訪
の 問
事 事
業 業

中 及 に 一 中
び 改 項「 「

及 第 め 及 前
び 四 る び 条
第 十 。 前 第
四 五 項 四
項 条 」 項
並 中 と 」
び あ の「
に で る 下
」 き の に
を る は

事 指 業 え 中
業 定 者 る 「
の 通 が 。 介
人 所 第 護
員 介 一 予
に 護 号 防
関 の 通 通
す 事 所 所
る 業 事 介
基 と 業 護
準 当 （ （
を 該 介 」

三 ス 着 回「
十 の 型 復（
三 事 サ 以 」
条 業 ー 下 の
中 を ビ 下「

」 ス 指 に「
で を に 定 「
き 該 複 及「
る 指 当 合 び
よ 定 す 型 生
う 看 る サ 活
」 護 複 ー 機

る 前 第 事
。 三 五 業

項 条 の
」 第 人
と 四 員
あ 項 に
る 」 関
の の す
は 下 る

に 基「
前 準「
項 及 を

所 （
に 介
お 護
い 予
て 防
一 訪
体 問
的 介
に 護
運 及
営 び

「
よ 及「 「

か う 次 び
ら 」 条 第
第 の 第 五
五 下 一 項
項 に 項 」
ま 及 を「
で 生 び 加
及 活 第 え
び 機 三 、
」 能 項

満 第 護 の
た 一 予 下
す 号 防 に
こ 通 通 「
と 所 所 旧
を 事 介 法
も 業 護 第
っ と に 八
て が 相 条
、 同 当 の
第 一 す 二

の 小 合 ビ 能
下 規 型 ス の
に 模 サ 」 維

多 ー と 持「
生 機 ビ い 又
活 能 ス う は
機 型 。 向（
能 居 看 ） 上
の 宅 護 」 」
維 介 小 を を
持 護 規 削 加

」 び 満
を 第 た

五 す「
同 項 こ
条 」 と
第 を を
五 加 も
項 え っ
中 、 て

、「 「
人 同 第

さ 基
れ 準
て 該
い 当
る 介
場 護
合 予
に 防
あ サ
っ ー
て ビ

「
に の 」 同
改 維 と 項
め 持 、 」
、 又 同 を
同 は 条 「
条 向 第 同
に 上 五 条
次 を 項 第
の 目 中 四
一 指 項「
項 し 人 」

一 の る 第
項 事 も 七
及 業 の 項
び 所 と に
第 に し 規
三 お て 定
項 い 市 す
に て 町 る
規 一 が 介
定 体 定 護
す 的 め 予

又 の 模 り え
は 事 多 、 る
向 業 機 。「
上 を 能 指
を 」 型 定
目 に 居 複
指 改 宅 合
し め 介 型
」 る 護 サ
を 。 に ー
加 限 ビ

員 項 一
」 」 項
と を か
あ ら「
る 同 第
の 条 三
は 第 項

四 ま「
設 項 で
備 」 に
」 に 規

は ス
、 に
市 相
町 当
の す
定 る
め も
る の
当 と
該 し
第 て

を 」 員 に
加 を 」 、
え 加 と 「
る え あ 、
。 る る 「

。 の 第
は 三

十「
設 五
備 条
」 第

る に る 防
基 運 も 通
準 営 の 所
を さ に 介
満 れ 限 護
た て る を
し い 。 い
て る ） う
い 場 に 。
る 合 係 以
も に る 下

え る ス
る 。 の
。 ） 事

を 業
い と
う が
。 」
以 を
下 「
同 指
じ 定

と 改 定
、 め す

、 る「
第 基「
一 ま 準
項 で を
か 」 満
ら 」 た
第 の し
三 下 て
項 に い

一 市
号 町
訪 が
問 定
事 め

二 業 る
九 の も

人 の
員 に
に 限

と 一
、 項

」「
第 を
一 「
項 「
」 第
と 三
あ 十
る 五

の あ 指 同
と っ 定 じ
み て 事 。
な は 業 ）
す 、 者 （
こ 市 の 」
と 町 指 を
が の 定 加
で 定 を え
き め 併 、

。 看
） 護
の 小
事 規
業 模
と 多
が 機
」 能
に 型
、 居

ま る「
で と も
」 あ の
と り と
あ 、 み
る 及 な
の び す
は こ「

前 と「
第 三 が
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準 山
等 指 口
を 定 県 平
定 介 る指 条 成
め 護 基定 例 二
る 予 準介 第 十
条 防 等護 十 七
例 サ を予 八 年

ー 定防 号 三（

準
等 指 こ
を 定 の
定 介 条 附
め 護 例
る 予 は 則
条 防 、
例 サ 平
の ー 成

型
居 第 こ の 関 る
宅 九 と 設 す 。
介 十 が 備 る ）
護 条 で に 基 と
事 第 き 関 準 が
業 一 る す を 、
所 項 。 る 満 同

中 基 た 一（

３
第 き 備 関

基 八 る に す
準 十 。 関 る
該 九 す 基
当 条 る 準
通 中 基 を
所 準 満「
介 第 を た

平 ビ めサ 月
成 ス るー 十
二 等 条ビ 七
十 の 例ス 日
四 事 の等
年 業 一の
山 の 部事
口 人 を業
県 員 改の
条 、 正人
例 設 す員
第 備 る、

一 ビ 二
部 ス 十
を 等 七
改 の 年
正 事 四
す 業 月
る の 一
条 人 日
例 員 か
を 、 ら
こ 設 施
こ 備 行

指 準 す の「
定 指 を こ 事
地 定 満 と 業
域 通 た を 者
密 所 す も に
着 介 こ っ よ
型 護 と て り
サ 事 を 第 同
ー 業 も 一 一
ビ 所 っ 項 の
ス 若 て に 事
に し 第 お 業

護 三 満 す
の 十 た こ
事 四 す と
業 条 こ を
と 第 と も
第 四 を っ
一 項 も て
号 及 っ 第
通 び て 一
所 」 第 項
事 の 一 に
業 下 項 お

三 及 条設
十 び 例備
六 運 及
号 営 び
） 並 運
の び 営
一 に 並
部 指 び
を 定 に
次 介 指
の 護 定

に 及 す
公 び る
布 運 。
す 営
る 並
。 び

に
指
定
介
護

該 く 一 い 所
当 は 項 て に
す 」 に 準 お
る を お 用 い
小 い す て「
規 指 て る 一
模 定 準 第 体
多 通 用 三 的
機 所 す 十 に
能 介 る 四 運
型 護 第 条 営

に に い（
介 お て「
護 第 い 準
予 五 て 用
防 項 読 す
通 並 み る
所 び 替 第
介 に え 五
護 」 て 条
及 を 準 第
び 加 用 一

よ 予 介
う 防 護
に サ 予
改 ー 防
正 ビ サ
す ス ー
る 等 ビ
。 に ス

係 等
る に
介 係

予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介

居 事 三 第 さ
宅 業 十 一 れ
介 所 五 項 て
護 、 条 及 い
の 」 第 び る
事 に 一 第 場
業 改 項 三 合
を め 及 項 に
行 、 び に あ
う 第 規 っ「
事 を 三 定 て

基 え す 項
準 、 る 及
該 同 第 び
当 条 七 第
介 に 条 二
護 次 第 項
予 の 一 に
防 一 項 規
サ 項 に 定
ー を 規 す
ビ 加 定 る

護 る 山
予 介 口防 護
の 予 県
た 防 知め の
の た 事
効 め
果 の
的 効 村
な 果

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

業 い 項 す は
所 う に る 、
を 。 規 基 市
い ） 定 準 町
う 」 す を の
。 の る 、 定
） 下 基 市 め
」 に 準 町 る
を を の 当「
加 若 満 定 該
え し た め 第

ス え す 基
に る る 準
相 。 基 を
当 準 、
す を 市
る 満 町
も た の
の し 定
と て め
し い る
て る 当

支 的
援 な 岡
の 支
方 援
法 の 嗣
に 方
関 法
す に 政
る 関
基 す

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

る く し る 一
。 は て 当 号

指 い 該 通
定 る 第 所
小 も 一 事
規 の 号 業
模 と 通 の
多 み 所 人
機 な 事 員
能 す 業 に

市 も 該
町 の 第
が と 一
定 み 号
め な 訪
る す 問
も こ 事
の と 業
に が の
限 で 設

三
〇
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こ
の
条
例
は
、
平
成

正
第 す 介
三 る 護

附 条 。 老 介
第 人 護

則 三 保 老
項 健 人
及 施 保
び 設 健

山
口 介 こ
県 平 護 の
条 成 老 条
例 二 人 例
第 十 保 は
十 七 健 、
九 年 施 平
号 三 設 成

業 は
所 指 第 第
を 定 八 六

附 い 介 十 十
う 護 四 七

則 。 予 条 条
） 防 第 中
」 小 一 「
を 規 項 指

同 を （
第 じ い 平 第
三 。 う 成 四
十 ） 。 二 条
三 第 十 中（
条 」 三 六 「
中 を 十 年 指

加 三 法 定「
介 え 条 律 介

二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

第 の 施
四 人 設
項 員 の
中 、 人

施 員「
作 設 、
業 及 施
療 び 設
法 設 及
士 備 び
」 並 設
の び 備

月 の 二
十 人 十
七 員 七
日 、 年

施 四
設 月
及 一
び 日
設 か
備 ら
並 施
び 行

加 模 中 定
え 多 介「
る 機 指 護
。 能 定 予

型 介 防
居 護 サ
宅 予 ー
介 防 ビ
護 通 ス
事 所 事
業 介 業
所 護 者

護 る に 第 護
予 。 お 八 予
防 い 十 防
通 て 三 サ
所 同 号 ー
介 じ ） ビ
護 。 第 ス

） 五 」（
」 」 条 の
の を の 下
下 、 規 に
に 定

す
る
。

下 に 並
に 運 び

営 に「
若 に 運
し 関 営
く す に
は る 関
言 基 す
語 準 る
聴 を 基
覚 定 準

に す
運 る
営 。
に
関
す
る
基
準
を
定

事 」（
指 業 を
定 所 「
介 若 事
護 し 業
予 く 者
防 は 」
地 」 に
域 を 改
密 め「
着 指 る

「 「
介 に「 （

旧 護 よ 地
法 予 る 域
第 防 改 に
八 訪 正 お
条 問 前 け
の 介 の る
二 護 法 医第 療（ （
七 」 以 及項 の 下

士 め を
」 る 定
を 条 め
加 例 る
え 条（
る 平 例
。 成 の

二 一
十 部
四 を
年 改

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

型 定 。
サ 介
ー 護
ビ 予
ス 防
に 通
該 所
当 介
す 護
る 事
介 業

びに 下 介「
規 に 旧 護定 法 の「
す 旧 」 総る 法 と 合介 第 い 的護 八 う な予 条 。 確防 の ） 保通 二 第

を所 第 五
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例
第
三
十
八
号
）

山 る
条口 例

県 を
こ知 こ

事 に
公
布

村 す
る

護 所
予 、
防 」
小 に
規 改
模 め
多 、
機 「
能 を
型 い
居 う

推介 二 十
進護 項 三
すを に 条
るい 規 第
たう 定 一
め。 す 項
の以 る に
関下 介 規
係同 護 定
法じ 予 す
律。 防 る

三
一

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

。
岡

嗣

政

宅 。
介 ）
護 」
の の
事 下
業 に
を 「
行 若
う し
事 く

の） 訪 指
整問 定（
備」 介 介
等を 護 護
に加 を 予
関え い 防
する う サ
る。 。 ー
法以 ビ

下 ス 律
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附

則

５
二 一 外 五

指 部 十 次
当 定 当 サ 九 の
該 共 該 ー 条 各
病 同 事 ビ の 号
院 生 業 ス 三 の
の 活 を 利 に い
精 援 開 用 お ず

業 規（
地 附 第 所 模
域 則 六 に 多
移 第 十 つ 機
行 五 三 い 能
支 項 条 て 型
援 を 中 」 居
型 次 に 宅「
ホ の で 改 介

介 者 改
護 を 第 第 正 指
を い 六 十 す 定
い う 十 七 る 障
う 。 二 条 。 害
。 以 条 第 福
） 下 第 五 祉
の 同 二 項 サ
う じ 項 中 ー

山
口 指
県 平 定

指 条 成 障
定 例 二 害
障 第 十 福
害 二 七 祉
福 十 年 サ
祉 号 三 ー

神 助 始 型 い れ
病 等 す 指 て に
床 の る 定 準 も
の 量 時 共 用 該
減 が 点 同 す 当
少 同 に 生 る す
を 条 お 活 場 る
伴 第 い 援 合 も
う 一 て 助 を の
も 項 、 含 と（
の に 県 以 む し
で 規 又 下 。 て

ー よ あ め 護
ム う っ る 事
の に て 。 業
特 改 」 所
例 め を を
） る い「

。 又 う
は 。
指 以
定 下
看 同
護 じ

ち 。 中 ビ「
」 ） 指 ス「
に が が 定 の
、 地 地 医 事

域 域 療 業「
を 」 」 機 等
基 に を 関 の
準 、 」 人「
該 又 を 員「
当 の は 、「
生 う 指 指 設
活 ち 定 定 備

サ 月 ビ
ー 十 ス
ビ 七 の
ス 日 事
の 業
事 等
業 の
等 人
の 員
人 、
員 設
、 備

あ 定 は ） 知「
る す 当 指 の 事
こ る 該 定 規 が
と 都 共 共 定 認
。 道 同 同 に め

府 生 生 か た
県 活 活 か 場
障 住 援 わ 合
害 居 助 ら に
福 の 等 ず お
祉 所 」 、 い

小 。
規 ）
模 を
多 基
機 準
能 該
型 当
居 生
宅 活
介 介
護 護

介 」 看 発 及
護 を 護 達 び
事 小 支 運「
業 又 規 援 営
所 は 模 医 に
」 指 多 療 関
を 定 機 機 す

看 能 関 る「
又 護 型 」 基
は 小 居 に 準
指 規 宅 、 等

設 及
備 び
及 運
び 営
運 に
営 関
に す
関 る
す 基
る 準
基 等

計 在 と 病 て
画 地 い 院 は
に を う の 、
お 含 。 敷 平
い む ） 地 成
て 区 の 内 三
定 域 事 に 十
め 業 存 七（
る 法 を す 年
必 第 行 る 三
要 八 う 建 月

事 事
業 業
者 所
で 」
あ に
っ 、
て 「
」 に
に つ
改 い
め て

定 模 介 を「
看 多 護 第 定
護 機 事 六 め
小 能 業 条 る
規 型 者 の 条
模 居 二 例（
多 宅 市 第 （
機 介 町 三 平
能 護 条 項 成
型 例 」 二（
居 市 に を 十

準 を
等 定
を め
定 る
め 条
る 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改

な 十 こ 物 三
量 九 と を 十
に 条 が 共 一
満 第 で 同 日
た 二 き 生 ま
な 項 る 活 で
い 第 。 住 の
こ 二 居 間
と 号 と 、
。 の す 第

区 る 五

る 」
。 を

「
又
は
指
定
看
護
小
規

宅 町 規 四「
介 条 定 第 年
護 例 す 六 山
事 に る 条 口
業 規 指 の 県
所 定 定 二 条

す 看 の 例（
市 る 護 二 第
町 指 小 第 四
条 定 規 三 十
例 看 模 項 号

を 山 正
改 す口正 る
す 県 条
る 例知条 を
例 事 こ

こ
に

村 公
布

域 指 十
を 定 八
い 共 条
う 同 の
。 生 四
） 活 第
に 援 一
お 助 項
け 又 （
る は 第

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

に 護 多 」 ）
規 小 機 に の
定 規 能 改 一
す 模 型 め 部
る 多 居 る を
指 機 宅 。 次
定 能 介 の
看 型 護 よ
護 居 事 う
小 宅 業 に

す
岡 る

。

嗣

政

三
二
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第 第
六 五
条 条
第 第
三 三
項 項
中 中
「 「

改 山
正 指 口
す 定 県
る 障 指 条
。 害 定 例

児 障 第
通 害 二
所 児 十
支 通 二

指 こ
平 定 の
成 障 条 附
二 害 例
十 児 は 則
七 通 、
年 所 平
三 支 成

山
別 山 口

山 表 口 県
山 県 山 条口
口 児 口 例県 県 童 県 第

宇 中 相 児 二
部 央 談 童 十

児 所 相 一児

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 児 例
十 童 は
七 相 、
年 談 平
三 所 成

主 主
と と
し し
て て
」 」
を を
「 「
前 前
項 二
の 項
規 の
定 規

援 所 号
の 支
事 援
業 の
等 事
の 業
人 等
員 の
、 人
設 員
備 、
及 設

月 援 二
十 の 十
七 事 七
日 業 年

等 四
の 月
人 一
員 日
、 か
設 ら
備 施
及 行

童 条 談 号童
相 例 所相 談 条（

談 所 昭 例
所 の 和 の

項 三 一
中 十 部

宇 九 を「
宇 年 改

部 部 山 正
市 口 す

市 、 県 る

月 条 二
十 例 十
七 の 七
日 一 年

部 四
を 月
改 一
正 日
す か
る ら
条 施
例 行

に 定
か に
か か
わ か
ら わ
ず ら
、 ず
主 、
と 主
し と
て し

び 備
運 及
営 び
に 運
関 営
す に
る 関
基 す
準 る
等 基
を 準

び す
運 る
営 。
に
関
す
る
基
準
等
を

」 条 条
及 例 例

宇 び 第
部 二「
市 、 十
、 山 五
山 陽 号
陽 小 ）
小 野 の
野 田 一
田 市 部

を す
こ る
こ 。
に た
公 だ
布 し
す 、
る 第
。 十

七
条

」 て
に 」
改 に
め 改
、 め
同 る
条 。
第
四
項
中

定 等
め を
る 定
条 め
例 る

条（
平 例
成 の
二 一
十 部
四 を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

市 」 を
を 次
削 の
り よ
、 う
同 に
表 改
山 正
口 す
県 る
周 。

第
五
項
の
改
正
規
定
は
、
公

「
主
と
し
て
」
を
「
第
二
項

年 改 山
山 正 口口 す
県 る 県
条 条 知例 例
第 事
四
十
六 村
号

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

南
児
童
相
談
所
の
項
の
次
に

山 布
の口 日

県 か
ら知 施

事 行
す
る

村 。

の
規
定
に
か

三 か
三 わ

ら
ず
、

）
の 岡
一
部
を 嗣
次
の
よ 政
う
に

る
。

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

岡

嗣

政
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別
表
第
一
（
第
二
条
関

２ の
別 一 第 食
表 そ 項 二 品
第 の を 条 衛 食
一 態 加 中 生 品
を 様 え 法 衛「
次 が る 別 の 生
の 特 。 表 規 法
よ 殊 第 定 の

山
口 食
県 平 品
条 成 衛
例 二 生
第 十 法
二 七 の
十 年 規
三 三 定

所 規 う 者
こ に 定 。 を
の つ す ） い
条 附 い る の う
例 て 指 う 。
は 則 」 定 ち ）
、 に 看 」 が
平 改 護 に 地
成 め 小 改 域

３ 主
第 師 第 と
三 、 前 二 し
十 児 二 十 て
八 童 項 九 」
条 指 の 条 に
第 導 規 中 改
八 員 定 第 め
項 又 に 三 る

係
）

う な 一 に 規
に 営 に 基 定
改 業 定 づ に
め で め く 基
る あ る 公 づ
。 っ と 衆 く

て お 衛 公
公 り 生 衆
衆 」 上 衛
衛 を 必 生
生 要 上「
上 別 な 必

号 月 に
十 基
七 づ
日 く

公
衆
衛
生
上
必
要
な

二 る 規 め 」
十 。 模 、 に
七 多 、「
年 機 指 「
四 能 定 の
月 型 小 う
一 居 規 ち
日 宅 模 」
か 介 多 を
ら 護 機 「
施 事 能 又
行 業 型

中 は か 項 。
保 か を「

が 育 わ 第
地 士 ら 四
域 、 ず 項
」 機 、 と
を 能 主 し

訓 と 、「
又 練 し 第
は 担 て 二
指 当 重 項
定 職 症 の

支 表 基 要
障 第 準 な
が 一 を 基
な の 定 準
い 一 め を
と の る 定
認 表 条 め
め に 例 る
ら 定 条（
れ め 平 例
る る 成 の

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

は
す 所 居 指
る を 宅 定
。 い 介 看
た う 護 護
だ 。 事 小
し 以 業 規
、 下 所 模
第 同 を 多五 じ い 機条 。 う 能及 ） 。

看 員 心 次
護 及 身 に
小 び 障 次
規 児 害 の
模 童 児 一
多 発 を 項
機 達 通 を
能 支 わ 加
型 援 せ え
居 管 る る
宅 理 指 。

も も 十 一
の の 二 部
に 又 年 を
つ は 山 改
い 別 口 正
て 表 県 す
は 第 条 る
、 一 例 条
管 の 第 例
理 二 七
運 の 号

を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

型び 」 ） 居第 を 」 宅六 加 の 介条 え 下 護の 、 に
改 （「 「 市正 に 又 町規 つ は 条定 い 指 例は て 定 に、 」 看

介 責 定
護 任 放
事 者 課
業 を 後
者 置 等

か デ（
市 な イ
町 け サ
条 れ ー
例 ば ビ
に な ス

営 表 ）
の に の
基 定 一
準 め 部
の る を
一 も 次
部 の の
を の よ
適 い う
用 ず に
し れ 改

山 公
布口 す

県 る
。知

事

村

規公 を 護
定布 小「
すの 又 規
る日 は 模
指か 指 多
定ら 定 機
看施 看 能
護行 護 型
小す 小 居
規る 規 宅
模。 模 介

規 ら 事
定 な 業
す い 所
る 。 に
指 は
定 、
看 規
護 則
小 で
規 定
模 め

な か 正
い 」 す
こ に る
と 改 。
が め
で 、
き 同
る 条
。 に

次

岡

嗣

政

多多 護
機機 事
能能 業
型型 所
居居 （
宅宅 市
介介 町
護護 条
を事 例

業 に い

多 る
機 員
能 数
型 の
居 嘱
宅 託
介 医
護 、
事 看
業 護

三
四
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二 一
一

般

一
定

項 、 危
評 害
価 分
及 析
び ・
管 重

六

排
水
溝

五 四 三
ず び を
み 窓 湿 作 作 置
、 及 度 業 業 か
昆 び の 場 場 な

二 一 四
と と

調 。 施 い 施
理 う 設設
場 。 及及

事

項

三 二
こ 手 特
と 前 順 性 施
。 号 書 を 設

の を 考 及

理 要
を 管
行 理
う 点
衛 方
生 式
管一 （
理 食
の 品日 方 等常 式 の点 管 を 安へ

の
廃
棄
物
の
流
出
の
防
止

虫 出 管 の の い
等 入 理 採 天 こ
の 口 を 光 井 と
侵 は 行 又 、 。
入 、 う は 内
を 開 こ 照 壁
防 放 と 明 及
止 し 。 及 び
す な び 床
る い 換 は
措 こ 気 、

、 ） びび
製 の 設そ
造 取 備の
場 扱 の周
、 い 規辺
販 及 模は
売 び 等、
所 適 に定
等 切 応期

な じ的（
以 受 たに

清 作 慮 び
掃 成 し 設
、 す 、 備
洗 る こ 並
浄 こ れ び
及 と ら に
び 。 の 機
消 適 械
毒 切 、
の な 器
方 清 具

検 い 全を う 性含 。 をむ 以 確衛 理 下 保生 同 す管 じ る理 。 上を ） で計 運 を 重画 用 要並
び
に
排
水
溝
の
清
掃
及
び

置 と を 常
を 。 十 に
講 や 分 清
ず む に 潔
る を 行 に
こ 得 う 保
と ず と つ
。 開 と こ

放 も と
す に 。
る 、

下 注 食清 の 品掃「
作 管 、し業 理 添、場 を 加常」 行 物にと う 、衛総 こ 器生称 と 具上す 。 又

支る は
障

法 掃 類
が 、 及
適 洗 び
切 浄 容
か 及 器
つ び 類
有 消 の
効 毒 構
で の 造
あ 方 及
る 法 び

的 い なに る 危実 場 害施 営 合 のす の 原る 基 因こ 準 とと なの。 る
物
質補

修
を
行
い
、
排
水
を
よ
く

場 必
合 要
に に
あ 応
っ じ
て 、
は 適
、 切
塵 な
埃 温
、 度

。 容
の） 器
なに 包
いは 装
よ、 （
う不 以
に必 下
維要 「
持な 食
す物 品
る品 等

か を 材
、 定 質
必 め 並
要 、 び
に 必 に
応 要 取
じ に り
、 応 扱
評 じ う
価 、 食
す そ 品

及
び基
当
該
危
害

準 が
発
生
す
るす

三
五

ね 及 等 こ 」 る の の お
そ
れ
の
あ
る
工
程
の
特



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

九 八 七
用 も の

洗 で に 手 清 都
浄 き 、 洗 掃 度
設 る 水 い 用 又

六 五
さ 機 濃
せ ふ 能 温 度
る き を 度 で
こ ん 定 計 使

四 三 二
修 定 る

機 し 機 の 機 こ
械 、 械 場 械 と
、 適 、 所 、 。

一 七
る

機 便 こ
械 所 と
、 は 。

備 よ を 設 器 は
は う 十 備 材 作
、 に 分 は は 業
常 し に 、 、 終
に て 供 手 所 了
清 お 給 指 定 後
潔 く し の の に
に こ 、 洗 場 洗
保 と 並 浄 所 浄
つ 。 び 及 に 及
こ に び 衛 び

と 、 期 、 用
。 包 的 圧 す
特 丁 に 力 る
に 、 点 計 こ
、 ま 検 、 と
食 な し 流 。
品 板 、 量
に 等 そ 計
直 は の 等
接 、 結 の
触 洗 果 計

器 正 器 に 器
具 に 具 衛 具
類 使 類 生 類
及 用 及 的 及
び で び に び
容 き 容 保 容
器 る 器 管 器
類 よ 類 す 類
の う は る 並
洗 に 、 こ び
浄 整 常 と に

器 、
具 定
類 期
及 的
び に
容 清
器 掃
類 及
は び
、 消
衛 毒

と 手 消 生 消
。 洗 毒 的 毒

い 並 に を
に び 保 十
適 に 管 分
切 乾 す に
な 燥 る 行
洗 が こ う
浄 適 と こ
剤 切 。 と
及 に 。

れ 浄 を 器
る 及 記 類
包 び 録 及
丁 熱 す び
、 湯 る 滅
ま 、 こ 菌
な 蒸 と 、
板 気 。 殺
そ 、 菌
の 消 又
他 毒 は

に 備 に 。 機
洗 し 点 械
浄 て 検 及
剤 お し び
を く 、 器
使 こ 故 具
用 と 障 類
す 。 、 の
る 破 部
場 損 品
合 等 は

生 を
上 行
支 い
障 、
の 常
な に
い 清
よ 潔
う に
に 保
そ つ

び で
消 き
毒 る
剤 よ
等 う
を に
備 維
え 持
、 す
常 る
に と

の 剤 除
器 等 菌
具 に に
類 よ 用
に る い
つ 消 る
い 毒 装
て を 置
は し は
、 、 、
汚 乾 そ

は が 、
、 あ 洗
適 る 浄
正 場 及
な 合 び
洗 は 消
浄 、 毒
剤 速 を
を や 行
適 か い
正 に 、

の こ
使 と
用 。
目
的
に
応
じ
て
使
用

使 と 染 燥 の な 補 所 す

三
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

六
扱廃
い棄
物
及

五
ね
ず
み
、

四
使

用

水

一

営
業
者

び
排
水
の
取

三 二 一
と い

廃 。 廃 よ 廃
棄 う 棄棄
物 に 物物

昆
虫
等
対
策

三 二 一
分
に 殺 定 ね
注 そ 期 ず
意 剤 的 み

の

管

理

五 四 三
そ 切 そ
の 滅 貯 な 水 の
結 菌 水 措 質 都
果 装 槽 置 検 度

二 一
年 等
間 水 」 使
保 道 と 用
存 水 い す

（
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定

及 、 のの
び 常 容保
排 に 器管
水 清 類場
の 潔 は所
処 に 、は
理 保 他、
は つ の周
、 こ 容囲
適 と 器の
正 。 類環

す 又 に 、
る は ね 昆
こ 殺 ず 虫
と 虫 み 等
。 剤 、 の

等 昆 施
を 虫 設
使 等 内
用 の へ
す 駆 の
る 除 侵

を 置 を を 査 水
記 又 使 講 の 質
録 は 用 ず 結 検
す 浄 す る 果 査
る 化 る こ 、 を
こ 装 場 と 飲 行
と 置 合 。 用 う
。 を は に こ

備 、 適 と
え 定 し 。
る 期 な

す 以 う る
る 外 。 水
こ の ） は
と 水 が 、
。 を 飲 水
た 使 用 道
だ 用 に 水
し す 適 又
、 る す は
災 場 る 保
害 合 と 健

す
る
営
業
者
を
い
う
。
以
下

に と境
行 明にう 確悪こ に影と 区響。 別を す及 るぼ と

さ と
な も
い

場 を 入
合 行 を
は い 防
、 、 止
食 そ す
品 の る
等 記 こ
を 録 と
汚 を 。
染 一
し 年

場 的 い
合 に こ
は 清 と
、 掃 が
正 し 判
常 、 明
に 常 し
作 に た
動 清 場
し 潔 合
て に は

等 は 認 所に 、 め 若よ 毎 た しり 年 水 く水 一 と は源 回 す 規等 以 る 則が 上 こ
で汚 水 と
定染 質 。
めさ 検
る同

じ
。
）
（
法
第
四
十
八
条

に
よ 、
う 汚
に 液
適 又
切 は
に 汚
管 臭
理 が
す 漏
る れ

な 間
い 保
よ 存
う す
に る
そ こ
の と
取 。
扱
い
に

い 保 、
る つ 直
か こ ち
を と に
定 。 使
期 用
的 を
に 中
点 止
検 し
し 、

れ 査
検た を
査お 行
機そ い
関れ 、

が 検 （
以あ 査
下る 成

場 績 「
保合 書
健は を

第

三
七

こ な 十 、 適 、 一 所
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九 八
班衛
の生
編管
制理

置
七
食
品
衛
生

次 二
に の 工 を
掲 内 程 製 記
げ 容 一 品 述
る が 覧 の す

を
実
施
す
る

一 る 食
書 性 者 品
を 、 製 に 衛
作 保 よ 生品
成 管 り 管に

三
ハ ロ

営 め す
業 る る 食 営
者 こ 事 品 業

責
任
者
の
設

二
イ も 一「

食 食 の 項
常 品 品 と の
に 衛 衛 さ 規

方 適 図 全 る
法 切 は て こ
に で 、 の と
よ あ 実 製 。
り る 際 造
、 か の 等
製 確 製 の
品 認 造 工
の を 等 程
製 行 の を
造 う 工 記

す 条 構 理つ
る 件 成 者い
こ 、 さ 、て
と 流 れ 食、
。 通 る 品原
ま の 班 衛材
た 過 を 生料
、 程 編 責等
製 に 制 任の
品 お す 者組
説 け る そ成

は と 項 衛 者
、 。 に 生 の
前 つ 上 指
号 い の 示
ハ て 危 に
の 、 害 従
規 必 の い
定 要 発 、
に な 生 衛
よ 注 の 生
る 意 防 管

食 生 生 れ 定
品 責 責 て に
衛 任 任 い よ
生 者 者 る り
に は 」 営 同
関 、 と 業 項
す 次 い 者 の
る に う を 食
新 掲 。 除 品
し げ ） く 衛
い る を 。 生

等 こ 程 載
の と 並 し
工 。 び た
程 に 製
に 施 造
お 設 工
い 及 程
て び 一
発 設 覧
生 備 図
す の を

明 る こ の、書 安 と 他物に 全 。 の理は 性 製的、 の 品及想 確 にび定 保 つ化す の い
学る た て
的製 め の
性品 の 知
質

食 を 止 理
品 払 の を
衛 う た 行
生 と め う
責 と 、 こ
任 も 施 と
者 に 設 。
の 、 の
意 営 衛
見 業 生
を 者 管

知 事 置 ） 管
見 項 く は 理
の を こ 、 者
習 遵 と 施 （
得 守 。 設 以
に す ご 下
努 る と 「
め こ に 食
る と 、 品
こ 。 食 衛
と 品 生

る 配 作
お 置 成
そ に す
れ 照 る
の ら こ
あ し と
る 合 。
全 わ ま
て せ た
の て 、
危 、 製

の 方 識
、使 法 及
殺用 等 び
菌方 を 専
処法 記 門
理及 載 的
、び し な
包消 た 技
装費 製 術
、者 品 を
保層 説 有

尊 に 理
重 対 の
す し 方
る 意 法
こ 見 及
と を び
。 述 食

べ 品
る 衛
よ 生
う に

。 衛 管
生 理
に 者
関 」
す と
る い
責 う
任 。
者 ）

を（
以 置

害 そ 造 等 明 存 す 努 関 下 く

三
八
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十
食
品
等

ト ヘ ホ
認 き と
す 危 措 重 。 管
る 害 置 要 理

の
取
扱
い

ニ ハ
す こ 又
る 重 と は 製
た 要 。 相 造

ロ
検 該 を の 影
討 物 イ 特 工 響
し 質 に 定 程 を

理 の
イ す 原

た る 因
リ 製 こ と
ス 造 と な

た 分 を 管 基
め 析 定 理 準
、 ・ め 点 の
十 重 、 に 遵
分 要 適 係 守
な 管 切 る 状
頻 理 に 管 況
度 点 実 理 の
で 方 施 措 連
検 式 す 置 続
証 に る が 的

め 管 当 等
の 理 の の
基 点 頻 工
準 に 度 程

つ の の（
以 い 確 う
下 て 認 ち

、 を 、「
管 危 必 危
理 害 要 害
基 の と の

、 及 よ す に 及
危 び り る お ぼ
害 当 特 こ け す
要 該 定 と る 可
因 危 さ 。 食 能
リ 害 れ 品 性
ス の た 衛 及
ト 発 物 生 び
に 生 質 上 製
記 を に の 品
載 防 つ 危 説

ト 等 。 る
の 物（

以 工 質
下 程 を
こ ご 列
の と 挙
項 に し
に 発 、
お 生 危
い す 害
て る 分

を つ こ 適 又行 い と 切 はう て 。 に 相こ 、 講 当と 危 じ の。 害 ら 頻の れ 度発 て の生 い
確が な
認適 い
の

準 原 す 発
」 因 る 生
と と も を
い な の 防
う る 止（
。 物 以 す
） 質 下 る
を を た「
定 許 重 め
め 容 要 に
る で 管 管

す 止 い 害 明
る す て 書（
こ る 、 以 に
と た 危 下 記
。 め 害 単 載

の が に さ
措 発 れ「
置 生 危 た

す 害 製（
以 る 」 品
下 お と の

お 析「
危 そ を
害 れ 実
要 の 施
因 あ し
リ る て
ス 全 特
ト て 定
」 の さ
と 危 れ
い 害 た

切 と
方に 認
法防 め
を止 ら
定さ れ
めれ た
、て と
実い き
施る に
すか 講
るを ず

こ き 理 理
と る 点 措
。 範 」 置

囲 と の
ま い 実
で う 施
低 。 状
減 ） 況
又 を の
は 定 連
排 め 続

そ い 特「
管 れ う 性
理 の 。 等
措 あ ） を
置 る の 考
」 工 原 慮
と 程 因 し
い ご と 、
う と な 各
。 に る 製
） 、 物 造

う の 危
。 原 害
） 因 の
を と 原
作 な 因
成 る と
し 物 な
、 質 る
健 を 物
康 記 質
に 載 を

三
九

確 べ こ 除 る 的 を 当 質 等 悪 し 管
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十
三
回

収

及

存

十
二
文
書
等
の

十
一
等管
理
運
営

び

廃

棄

二 一
順 き す

回 を る る 取
収 定 よ 健 り
さ め う 康 扱

五 四
こ 況 め
と 、 危 第 ら
。 出 二 れ害

荷 号 るの

作
成
及
び
保

三 二 一
存 ト 合

第 す 十 の に 十
一 る の 検 あ の
号 こ 項 証 っ 項

要
領
の
作
成

二 一
と 者
。 施 に 施

設 周 設
の 知 及

れ る に 被 う
た こ 、 害 食
製 と 回 を 品
品 。 収 未 等
は に 然 に
、 係 に 起
通 る 防 因
常 責 止 す
の 任 す る
食 体 る 食
品 制 観 品

又 の 保発
は 記 存生
販 録 期の
売 に 間防
先 は を止
そ 、 設に
の そ 定必
他 の す要
必 担 るな
要 当 こ限
な 者 と度

の と ホ の て イ
文 。 の 方 は の
書 確 法 、 規
及 認 に そ 定
び 、 つ の に
前 同 い 理 よ
号 項 て 由 る
の ヘ 記 ） 危
記 の 録 、 害
録 措 し 管 分
に 置 た 理 析

衛 徹 び
生 底 食
状 す 品
況 る 等
を こ の
確 と 取
認 。 扱
す い
る 等
こ に
と 係

等 、 点 衛
と 具 か 生
明 体 ら 上
確 的 、 の
に な 問 問
区 回 題 題
別 収 と が
し の な 発
て 方 っ 生
保 法 た し
管 及 製 た

事 及 。に項 びおに 責いつ 任てい 者、て が取の 署り記 名扱録 す
うを る
食作 こ
品

は 及 文 基 、
、 び 書 準 管
取 同 を 、 理
り 項 作 同 措
扱 ト 成 項 置
う の し ホ 、
製 検 、 の 重
品 証 保 確 要
の の 存 認 管
流 実 す の 理
通 施 る 方 点

に る
よ 衛
り 生
、 上
定 の
期 管
的 理
に 運
管 営
理 要
運 領

し び 品 場
、 保 を 合
適 健 迅 に
切 所 速 お
に 長 か い
廃 へ つ て
棄 の 適 、
そ 報 切 消
の 告 に 費
他 等 回 者
の の 収 に

成 と
等し 。
の、
仕保
入存
元す
、る
製よ
造う
等努
のめ

実 に こ 法 （
態 つ と 、 重
等 い 。 同 要
を て 項 管
考 記 ヘ 理
慮 録 の 点
し を 措 を
て 作 置 定
適 成 及 め
当 し び な
と 、 同 い

営 を
要 作
領 成
の し
効 、
果 従
を 事
検 者
証 及
す び
る 関

措 手 で 対 る 状 認 保 項 場 こ 係

四
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

十
五

十
四

行
う
こ

ロ イ せ
必 使 る
ず 作 用 作 こ
十 業 す 業 と

一 四
は な 異
、 営 い 物 消
従 業 も の 費
事 者 の 混 者

三 二 一
と に を
。 法 限 受 製 消

の る け 造 費
規 。 、 、 者

置
を
講
ず

と
。

分 前 る 中 。
に 、 こ は
手 用 と 、
指 便 。 清
の 直 潔
洗 後 な
浄 及 作
及 び 業
び 生 着
消 鮮 を
毒 の 着

者 又 を 入 等
の は 受 そ か
健 食 け の ら
康 品 た 他 、
管 衛 場 の 製
理 生 合 事 造
に 管 は 項 、
留 理 、 に 加
意 者 保 係 工
す 若 健 る 、
る し 所 苦 輸

定 ） そ 加 に
に に の 工 対
違 関 症 、 し
反 す 状 輸 、
す る が 入 取
る 情 当 又 り
食 報 該 は 扱
品 に 食 調 う
等 つ 品 理 食
に い 等 し 品
関 て に た 等

る
こ
と
。

を 原 用
行 材 し
い 料 、
、 又 必
使 は 要
い 汚 に
捨 染 応
て さ じ
の れ 、
手 た 帽
袋 原 子

と く 長 情 入
と は へ で 又
も 食 速 あ は
に 品 や っ 調
、 衛 か て 理
従 生 に 、 し
事 責 報 健 た
者 任 告 康 食
に 者 す 被 品
対 る 害 等（
し 以 こ に に

す 、 起 食 の
る 保 因 品 安
情 健 し 等 全
報 所 、 に 性
に 長 又 関 に
つ へ は す 関
い 速 起 る す
て や 因 消 る
、 か す 費 情
保 に る 者 報
健 報 と か の

を 材 、
使 料 マ
用 等 ス
す を ク
る 取 及
場 り び
合 扱 専
は っ 用
、 た の
交 後 履
換 は 物

、 下 と つ 係
次 。 な る「
に 営 が 異
掲 業 る 味
げ 者 お 又
る 等 そ は
事 」 れ 異
項 と が 臭
を い 否 の
遵 う 定 発
守 。 で 生

所 告 疑 ら 提
長 す わ の 供
へ る れ 健 に
速 こ る 康 努
や と と 被 め
か 。 診 害 る
に 断 こ（
報 さ 医 と
告 れ 師 。
す た の
る も 診

四
一

を 、 を さ ） き 、 こ の 断



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二

危 十
害 九
分 販析
・
重

十 十
八 七
運 生従

教事
育者
等

十
六
従
事
者
等要

管
理
点
方 売式
を こ 食 三用 と 品い 。 及 食ず び 品に 添 等衛

に
対
す
る

搬 衛

二 一 二
こ 品

運 と 食 前 衛
搬 。 品 号 生
中 等 の 上

一 四
げ と 扱

営 る 営 。 作
業 事 業 業
者 項 者 に

の
衛
生
管
理

三 二
れ 便 ハ
の 営 を 営
あ 業 受 業 所
る 者 け 者 定

加 の生 物 運管 は 搬理 、 中を 直 は行 射 、う 日 温場 光 度合 を 、の 避 湿基 け 度準

の の 衛 必
食 運 生 要
品 搬 教 な
等 に 育 事
が 用 の 項
汚 い 効 に
染 る 果 関
さ 車 に す
れ 両 つ る
な 、 い 衛
い コ て 生

等 を 等 従
は 遵 は 事
、 守 、 さ
製 さ 従 せ
造 せ 事 な
、 る 者 い
調 こ 以 よ
理 と 外 う
、 。 の に
販 者 す
売 が る

病 等 さ 等 の
気 は せ は 場
の 、 る 、 所
症 食 こ 保 以
状 中 と 健 外
を 毒 。 所 で
呈 の 長 は
し 原 か 着
て 因 ら 替
い と 検 え
る な 便 、

、 、
適 時
切 間
な 等
温 の
度 管
で 理
管 に
理 注
す 意
る す

よ ン 、 教
う テ 定 育
に ナ 期 を
適 等 的 実
切 は に 施
に 、 評 す
管 常 価 る
理 に す こ
す 衛 る と
る 生 こ 。
こ 上 と

等 作 と
が 業 と
衛 場 も
生 に に
的 立 、
に ち 必
行 入 要
わ る に
れ 場 応
る 合 じ
よ は 、

従 る を 喫
事 お 受 煙
者 そ け 、
に れ る 飲
つ の べ 食
い あ き 等
て る 旨 を
は 病 の 行
、 気 指 わ
そ 又 示 な
の は が い

な る
ど こ
、 と
衛 。
生
管
理
に
注
意
す

と 支 。
。 障

の
な
い
よ
う
に
維
持
す

う 、 医
に 第 師
、 一 の
従 号 診
事 イ 断
者 か を
等 ら 受
に ハ け
対 ま さ
し で せ
、 に る

旨 食 あ こ
を 品 っ と
報 を た 。
告 介 場
さ し 合
せ て は
、 伝 、
食 染 従
品 す 事
等 る 者
の お に

る る 食 掲 こ 取 そ 検

四
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

五
扱廃
い棄
物
及

四
ね
ず
み
、

三 二
生食 施
管品 設
理取

の扱

項
一
一 区

般

と
。

び
排
水
の
取

二 一 一
確 の

食 認 食 表
品 す 品 六
を る の の

昆
虫
等
対
策

二 一 二
と こ
。 そ 定 と そ

の 期 。 の
他 的 他

設 衛
備 生
等

管の
衛 理

一 一
機 の と
能 温 表 。
を 度 二
定 計 の

事

項 分

二 一
特

そ 性 施
の を 設
他 考 及 管冷 こ 仕 項

蔵 と 入 に
庫 。 れ 掲
に に げ
保 当 る
存 た と
す っ お
る て り
場 は と
合 、 す
は 食 る

の に の
事 ね 事
項 ず 項
に み に
つ 、 つ
い 昆 い
て 虫 て
は 等 は
、 の 、
一 駆 一
の 除 の

期 、 項
的 圧 に
に 力 掲
点 計 げ
検 、 る
す 流 と
る 量 お
こ 計 り
と 等 と
。 の す

計 る

の 慮 び
事 し 設
項 、 備
に こ 並
つ れ び 理
い ら に
て の 機
は 適 械
、 切 、
一 な 器 運
の 清 具

、 品 こ
相 衛 と
互 生 。
汚 上
染 の
を 観
防 点
止 か
す ら
る 、
た 品

表 を 表
五 行 三
の う の
項 こ 項
第 と （
一 。 第
号 五
及 号
び を
第 除
三 く

器 こ
類 と
及 。
び
滅
菌
、
殺
菌
又
は

表 掃 類
一 、 及
の 洗 び
項 浄 容 営
第 及 器
一 び 類
号 消 の
及 毒 構

のび の 造
第 方 及
四 法 び

め 質
、 、
適 鮮
切 度
な 、
措 表
置 示
を 等
講 に
ず つ
る い

号 。
に ）
掲 に
げ 掲
る げ
と る
お と
り お
と り
す と
る す

除
菌
に
用
い
る
装
置
は
、
そ

号 を 材
に 定 質

基掲 め 並
げ る び
る こ に
と と 取
お 。 り 準り 扱
と う
す 食
る 品

四
三

こ て こ る の こ の



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

八 七
置食
品
衛
生

六
食
品
等

責
任
者
の
設

一 二 一
の る こ
表 こ そ と 滅
七 と の 。 菌
の 。 他 装

し を 地 く う
、 、 。 。及
そ 自 ） ）び
の 動 に 並製

の
取
扱
い

八 七 六
令 用

弁 原 し 食第
当 材 て 品二
又 料 い 及百

五 四 三
類 し
又 食 、 食 添
は 品 衛 品 加
容 間 生 は 物

項 の 置
に 事 又
掲 項 は
げ に 浄
る つ 化
と い 装
お て 置
り は を
と 、 備
す 一 え
る の る

記 販 つ び造
録 売 い に者
を 機 て この
三 か 、 れ氏
月 ら 自 以名
間 回 動 外（
保 収 販 の以
存 す 売 缶下
す る 機 詰こ
る 場 に 食のこ 合 収 品項

は 及 な び二
総 び い 添十
菜 製 ア 加九

品 レ 物号 （
容 は ル の）
器 、 ギ 製第
包 定 ー 造一
装 期 物 、条
詰 的 質 調第
加 に の 理一
圧 衛 混 、項

器 の 的 、 を
類 相 に 製 使
は 互 取 造 用
、 汚 り 、 す
別 染 扱 調 る
の を う 理 場
食 防 こ 、 合
品 止 と 販 は
を す 。 売 、
取 る 等 正
り た の 確

こ 表 場
と 四 合
。 の は

項 、
第 正
一 常
号 に
か 作
ら 動
第 し
四 て

と は 納 及に。 品 す びお名 る 瓶い等 場 詰て、 合 食回 は「
品品収 品 で名の 名 あ等 、日 る」 数時
もと 量及
のい

加 生 入 販第 熱 検 を 売六 殺 査 防 等号 菌 を 止 のに 食 行 す 各掲 品 う る 過げ こ た 程（る と め食 に容 。 の品 お
器 措衛 い
包 置生 て
装

扱 め 各 に
う 、 過 計
前 食 程 量
に 肉 に し
、 等 お 、
洗 の い 適
浄 未 て 正
及 に加 、
び 使時熱
消 用間の
毒 す及食

号 い
ま る
で か
に を
掲 定
げ 期
る 的
と に
お 点
り 検
と す

、び
並う 消措
び。 費置

） に期内
並 冷容 限
び 凍、を
に し製そ
収 たの 造
納 も都 場
の の度 の
日 を記 所

を 、法
詰 講 異施
加 ず行 物
圧 る令 及
加 こ び（
熱 と昭 原
殺 。和 材
菌 二 料
食 十 と
品 八 し
を 年 て

を るび品
十 こ温を
分 と度取
に 。のり
行 扱 管
う っ 理
こ た に
と 機 十
。 械 分

、 に
器 配

す る 録 時 在 除 い 政 使 具 慮

四
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

域
又
は
出
漁
準
備
区
域

山
第 山 口
十 口 県 平
条 県 山 条 成
第 漁 口 例 二
二 港 県 第 十
項 管 漁 二 七
中 理 港 十 年

条 管 四 三「

山 こ
口 の
県 条 附 十
漁 例 五
港 は 則 販管 、
理 平
条 成

十 十 十
四 三 二
運

十
一 十 九

の
区
域
外
」
に
改
め
る
。

陸 例 理 号 月
揚 条 十（
輸 昭 例 七
送 和 の 日
区 三 一
域 十 部
内 五 を
」 年 改
を 山 正

口 す「
陸 県 る
揚 条 条

例 二
の 十
一 七
部 年
を 七 売改 月
正 一 一す 日 のる か 表条 ら 十例 施 九を 行

搬

一 一 一
の の の
表 表 表
十 十 十
八 七 六

一 一 一
の の の
表 表 表
十 十 十
五 四 三

輸 例 例
送 第
区 四
域 十
又 七
は 号
出 ）
漁 の
準 一
備 部
区 を

のこ す 項こ る にに 。 掲公 げ布 るす とる お。 り
と
す

の の の
項 項 項
に に に
掲 掲 掲
げ げ げ
る る る
と と と
お お お
り り り
と と と
す す す

の の の
項 項 項
に に に
掲 掲 掲
げ げ げ
る る る
と と と
お お お
り り り
と と と
す す す

域 次
の の
区 よ
域 う
内 に
」 改
に 正
改 す
め る
、 。
同

る
こ
と
。

る る る
こ こ こ
と と と
。 。 。

る る る
こ こ こ
と と と
。 。 。

条 山
第 口三
項 県
中 知「
陸 事
揚
輸
送 村
区

四
五

域
外 岡
」
を

嗣「
陸
揚
輸 政
送
区



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
別 山 口
表 口 県
第 県 山 条
二 工 口 例
小 業 県 第
瀬 用 工 二
川 水 業 十
工 道 用 六

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 工 例
十 業 は
七 用 、
年 水 平
三 道 成

山
第 山 口
二 口 県

附 十 県 山 条
二 建 口 例

則 条 築 県 第
中 基 建 二

準 築 十「
改 条 基 五

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 建 例
十 築 は 則
七 基 、
年 準 平
三 条 成

業 条 水 号
用 例 道
水 条（
道 昭 例
の 和 の
項 三 一
を 十 部
次 七 を
の 年 改
よ 山 正
う 口 す
に 県 る

月 条 二
十 例 十
七 の 七
日 一 年

部 六
を 月
改 一
正 日
す か
る ら
条 施
例 行

築 例 準 号
」 条（
の 昭 例
下 和 の
に 四 一

十 部「
、 七 を
移 年 改
転 山 正
」 口 す
を 県 る
加 条 条

月 例 二
十 の 十
七 一 七
日 部 年

を 四
改 月
正 一
す 日
る か
条 ら
例 施
を 行

改 条 条
め 例 例

第 る 第
。 五

二 十
三

種 号
）
の

七 一
円 部

を す
こ る
こ 。
に
公
布
す
る
。

え 例 例
る 第
。 四

十
二
号
）
の
一
部
を

こ す
こ る
に 。
公
布
す
る
。

七 を
十 次
銭 の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

村

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

岡

嗣

政

四
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

厚
東
川
工
業
用

別
表
第
二
周
南
工
業

小
瀬
川
工
業
用

水
道

使

用

料

金

基

本

料

金

用
水
道
の
項
中 特 特 使

定「
一 定 用使円 用十 料 料

料銭
」 金 金 金

水
道

基

本

料

金

第 第 第 第

三 二 一 四

種 種 種 種

四 四 四 五
円 十 十 円

第 第 第

三 二 一

種 種 種

五二 五
円十 円

を
「
一 第
円
」 四
に
改 種
め
、
同 そ そ 一
表 れ れ 円

第 第 第

二 四 三

種 種 種

一 五 四
円 円 十

八 銭 銭 二
十 十
銭 銭

二一 七
十円 十
銭九 銭

十
銭

厚 ぞ ぞ 六
東 れ れ 十
川 の の 銭
工 使 基
業 用 本
用 料 料水 金 金道 の のの 料 料項 率 率及
び

七 八 五
十 十 円
銭 銭

厚
狭
川
工
業
用
水
道
の
項
を

四
七

次
の
よ
う
に
改
め
る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
別 山 口
表 口 県

附 山 県 山 条
口 立 口 例

則 県 高 県 第
立 等 立 二
防 学 高 十
府 校 等 七

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 立 例
十 高 は 則
七 等 、
年 学 平
三 校 成

厚
狭
川
工
業

商 等 学 号
業 条 校
高 例 等
等 条（
学 昭 例
校 和 の
の 三 一
項 十 部
、 九 を
山 年 改
口 山 正
県 口 す

月 等 二
十 条 十
七 例 七
日 の 年

一 四
部 月
を 一
改 日
正 か
す ら
る 施
条 行

用
水
道

特 特 使 基
定

定 用 本使
用 料 料 料
料

特 特
定

定使
用 料
料

立 県 る
美 条 条
祢 例 例
高 第
等 五
学 十
校 一
の 号
項 ）
及 の
び 一

例 す
を る
こ 。
こ
に
公
布
す
る
。

金 金 金 金

使 基 八 二

金 金

第

四

種

そ そ 四
山 部
口 を
県 次
立 の
青 よ
嶺 う
高 に
等 改
学 正
校 す
の る

用 本 円 十
料 料 九 四
金 金 十 円
の の 銭 十
料 料 銭
率 率

れ れ 十
ぞ ぞ 銭
れ れ
の の
使 基
用 本
料 料
金 金
の の
料 料
率 率

項 。 山
を 口削
る 県
。 知

事

村

岡

嗣

政

四
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県

山 条
口 例
県 第
企 二
業 十
立 九

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 企 例
十 業 は
七 立 、
年 地 平
三 資 成

と
三 し 第

、 三
附 地 第 条

地 域 二 第
則 に 域 部 号 二

掲 警 の 号
げ 察 次 中
る に に

山
三 第 山 口

二 口 県
地 条 県 山 条
域 中 警 口 例
部 察 県 第「
五 本 警 二
部 部 察 十
」 組 本 八

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 警 例
十 察 は
七 本 、
年 部 平
三 組 成

地 号
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃
止

月 金 二
十 貸 十
七 付 七
日 基 年

金 四
条 月
例 一
を 日
廃 か
止 ら
す 施
る 行

も 関 次 及
の す の び
の る 一
ほ こ 号 を
か と を 削
、 。 加 り
警 え 、
ら る
に 。 を
関
す と
る し

を 織 部 号
条 組「

六 例 織
部 条（
」 昭 例
に 和 の
改 二 一
め 十 部
、 九 を
第 年 改
五 山 正
号 口 す

月 織 二
十 条 十
七 例 七
日 の 年

一 四
部 月
を 一
改 日
正 か
す ら
る 施
条 行

す
る
条
例

条 す
例 る
を 。
こ
こ
に
公
布
す
る
。

こ 、
と
。 を

と
し
、

を

と

を 県 る
条 条第
例 例六
第号
二と
十し
六、
号第
）四
の号
一を

例 す
を る
こ 。
こ
に
公
布
す
る
。

し
、
同
条
中
第
五
号
を
第
六

部第
を五
次号
のと
よし
う、
に第
改三
正号
すを
る第

山
口
県
知
事

村

号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号

。四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に

山
口
県
知
事

村

四
九

岡

嗣

政

と
し
、
第
三
号
を
第
四
号

次
の
一
号
を
加
え
る
。

岡

嗣

政
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二二
十十
七七
年年
三三
月月
十十
七七
日日
発印
行刷

こ 山
の 口
条 附 県
例 企
は 則 業
、 立
平 地
成 資

発発
行行
人所

山山
口口
県
県

二 金
十 貸
七 付
年 基
三 金
月 条
三 例
十 （
一 昭
日 和
か 五
ら 十知

事庁
施 八
行 年
す 山
る 口
。 県

条
例
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

五
〇


